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ご あ い さ つ
　富山県民の皆様並びに地区分区をはじめとする関係者の皆様には、日頃から赤十字事
業に深いご理解と温かいご支援ご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
　日本赤十字社は、赤十字の基本原則に基づき、支援を必要とする人々に広く博愛の手
を届けるべく、国内外において様々な人道活動を積極的に展開しております。
　さて、新型コロナウイルス感染症の分類が変更され、ようやく普通の日常生活に戻る
ことが期待されますが、この間、赤十字では、赤十字病院での感染患者さんの受入れ治
療に懸命に当たるとともに、感染による差別偏見の防止啓発を進め、各種事業も、感染
防止と両立を図りながら積極的に実施してまいりました。 
　 ５ 月 ５ 日に能登半島で震度 ６ 強の大変強い地震が発生し、また、大雨、台風災害も毎
年のように発生しています。日本赤十字社では、災害発生の都度、全国の支部、施設が
連携して災害救護を始め様々な被災者支援にあたっています。 
　海外においても、本年 ２ 月に発生したトルコ・シリア地震は、死者 ５ 万 ３ 千人以上に
のぼり、また、ウクライナ紛争は拡大から １ 年 ３ か月になりますが、未だ終息が見えま
せん。こうした災害や紛争に対し国際赤十字は一丸となって支援にあたっており、日本
赤十字社においても、救援金の募集、拠出や現地への要員派遣など支援活動を続けてい
ます。 
　富山県支部では、引き続き、災害時の救護活動がしっかり行えるよう訓練や装備の充
実に努めるとともに、救急法の講習普及、赤十字奉仕団や青少年赤十字など赤十字事業
の促進を図っています。 
　また、患者さんにやさしく地域医療に貢献する医療事業や安全な血液の安定供給をめ
ざした血液事業、安全で安心できる家庭的な養育を行う社会福祉事業などの着実な実施
に努めています。
　これらの赤十字事業の推進に必要な事業資金につきましては、社会経済情勢は増々厳
しい状況にありますが、地区分区、自治振興会、町内会、奉仕団、有功会を始め、多く
の県民の皆様方の一方ならぬご尽力により目標を達成することができました。
　ここに令和 ４ 年度の事業報告をお届けするにあたり、関係各位のご支援ご協力に重ね
て感謝申し上げます。
　日本赤十字社富山県支部では、今後とも、地域社会のニーズに即した赤十字活動を推
進し、県民の皆様の期待に応えて参りたいと存じますので、一層のご支援ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。

　　令和 ５ 年 ５ 月

日本赤十字社富山県支部　　　

支部長　新　田　八　朗　
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■　新型コロナウイルス感染症による影響とその対応

災害救護

　第 ３ ブロック（東海・北陸）の広域救護訓練（長野県支部が担当）は、参加者全員の

抗原検査を実施するなど感染防止対策を講じたうえで ４ 年ぶりに参集方式で実施した。

また、当支部施設合同救護訓練においては、実際の感染防御、拡大阻止対策に沿った装

備による実動訓練を実施した。他機関の訓練においても、感染防止対策を徹底した。

　避難所での感染防止対策として県内１７９ヶ所の小学校（避難所）へ大型サーキュレー

ターを ５ ヶ年計画で配備することとしており、令和 ４ 年度は５０ヶ所に配備した。

赤十字救急法等の講習

　感染防止対策の徹底を図ったうえで、全社統一の暫定措置による基礎講習を実施する

とともに、ペットボトル等を参加者に持参してもらう方式や、依頼団体の会場とリモー

トで結ぶ方式など、接触を伴わない短期講習を拡充して実施した。中止していた救急員

等の養成講習については、救急法救急員養成講習を令和 ５ 年 ３ 月より再開した。

赤十字奉仕団

　感染予防策を講じた上で、できる限りの活動を行った。社会福祉施設等におけるボラ

ンティアは引き続き活動が制限されるケースが多かった。

青少年赤十字

　リーダーシップ・トレーニング・センターを小、中、高別々に日帰りの日程で、参集

方式としては、 ３ 年ぶりに開催した。また本社主催行事において、高校生メンバーのプ

ログラムを Web と参集を組み合わせて行い、各種会議やメンバー交流等については

Web の活用を図った。

社会福祉活動

　マスクの着用、なるべく短時間の訪問とするなど感染防止に留意しながら、在宅ひと

りくらし高齢者への訪問活動を行った。

医療事業

　昨年度に引き続き、感染症指定病院の重点医療機関・協力医療機関として対応してお

り、新型コロナウイルス感染症病棟を設置、令和 ４ 年１１月１８日からは県の要請により１９

床から２５床に増床し、感染患者を受け入れたほか、医療従事者、高齢者、一般市民を対

象としたワクチン接種や、集団接種会場への医師・看護師の派遣、行政 PCR 検査等を

行っている。また、感染防止対策の向上のため、HEPA フィルター付クリーンパーテ
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ーションの購入や個室の陰圧設備工事などの整備を行った。

血液事業

　検温と手指消毒など徹底した感染対策を行い「新しい生活様式」に基づいた安心安全

な献血会場の運営に努めるとともに、密集や密接を避けるため事前予約の推進を図り、

各種団体、行政機関との連携強化や報道機関へ協力要請するなど、献血者の確保に取り

組んだ。

社会福祉事業

　施設で預かる子どもへの感染を防止するため、職員の感染防止対策を徹底するととも

に、新規入所児童には PCR 検査にて陰性を確認した上で受け入れを行った。保護者の

面会に関しては、保護者自身がワクチン接種をしているか若しくは PCR 検査で陰性を

確認した上で実施した。

　「病児・病後児保育」「ボランティア受け入れ」は中止とした。

赤十字思想の普及

　日本赤十字社が作成した「新型コロナウイルスの ３ つの顔を知ろう！～負のスパイラ

ルを断ち切るために～」を、防災教育・奉仕団活動・青少年赤十字等の場面で活用し、

感染予防や感染症によって生じる差別防止の啓発に取り組んだ。



―　　―3

１ 　評議員会等の開催
　　評議員会等の開催状況は、次のとおりであり、各議案異議なく承認された。

　⑴　評　議　員　会

　　ア　第 １ 回支部評議員会

　　　ア　期　　日　令和 ４ 年 ６ 月１２日

　　　イ　場　　所　ANA クラウンプラザホテル富山

　　　ウ　審議議案

　　　　第 １ 号議案　令和 ３ 年度支部事業報告について

　　　　第 ２ 号議案　令和 ３ 年度支部一般会計、医療施設特別会計及び社会福祉施設特

別会計歳入歳出決算について

　　　エ　報　　告　令和 ３ 年度支部一般会計、医療施設特別会計及び社会福祉施設特

別会計歳入歳出補正予算について

　　　オ　そ の 他　富山赤十字病院、富山県赤十字血液センター、受託富山県立乳児

院の近況について

　　イ　第 ２ 回支部評議員会

　　　ア　期　　日　令和 ５ 年 ２ 月 ６ 日

　　　イ　場　　所　ANA クラウンプラザホテル富山

　　　ウ　審議議案

　　　　第 １ 号議案　令和 ５ 年度支部事業計画について

　　　　第 ２ 号議案　令和 ５ 年度支部一般会計、医療施設特別会計及び社会福祉施設特

別会計歳入歳出予算並びに血液事業計画について

　　　エ　そ の 他　富山赤十字病院、受託富山県立乳児院の近況について

　⑵　監　　　　査

　　ア　期　　日　令和 ４ 年 ５ 月３１日

　　イ　場　　所　富山赤十字病院

　　ウ　監査委員　笹原　靖直、荒井　公夫

　　エ　監査内容　令和 ３ 年度日本赤十字社富山県支部、富山赤十字病院、富山県赤十

字血液センター、受託富山県立乳児院における業務の運営及び支部

一般会計、医療施設特別会計、社会福祉施設特別会計の歳入歳出決

算に係る監査が行われた。



―　　―4

２ 　災　害　救　護
　　日本赤十字社は、災害救助法や災害対策基本法に基づき国が行う災害救助に協力す

ることが義務づけられている。災害発生時には、その規模等に応じて各県支部、施設

と連携して救護活動を行うとともに、日頃から、いつ、どのような災害が発生しても

迅速に出動できるよう救護員の確保や救護訓練をはじめ、救護装備・資材の整備、救

援物資の備蓄等を行っている。

　　令和 ４ 年度は、国内において大雨や台風、地震、土砂災害による災害が発生し、各

地で多くの被害を受けた。国外においても地震や洪水が発生した。富山県支部では、

下記のとおり義援金や救援金の募集を行った。

　⑴　国内の災害

　　ア　令和 ４ 年 ７ 月大雨災害（宮城県）

　　　　義援金の受付　令和 ４ 年 ８ 月 ８ 日～１０月３１日

　　イ　令和 ４ 年 ８ 月 ３ 日からの大雨災害

　　　　義援金の受付　令和 ４ 年 ８ 月１２日～令和 ４ 年１０月３１日（福井県）

　　　　　　　　　　　令和 ４ 年 ８ 月１２日～令和 ４ 年１２月２８日（青森県、山形県、石川県）

　　　　　　　　　　　令和 ４ 年 ８ 月１２日～令和 ５ 年 ３ 月３１日（新潟県）

　　ウ　令和 ４ 年度台風第１５号災害（静岡県）

　　　　義援金の受付　令和 ４ 年 ９ 月２９日～令和 ４ 年１２月２８日

　⑵　国外の災害

　　ア　２０２２年アフガニスタン地震

　　　　救援金の受付　令和 ４ 年 ６ 月２７日～令和 ４ 年 ９ 月３０日

　　イ　２０２２年パキスタン洪水

　　　　救援金の受付　令和 ４ 年 ９ 月 ６ 日～令和 ４ 年１１月３０日

　　ウ　２０２３年トルコ・シリア地震

　　　　救援金の受付　令和 ５ 年 ２ 月 ９ 日～令和 ５ 年 ５ 月３１日

　⑶　富山県内の災害への対応

　　・富山市大雨災害

　　　 ８ 月１３日㈯、 ８ 月２０日㈯の県内の大雨で床上浸水が ９ 件発生した。

　　　 １ 世帯あたりにタオル３０本、緊急セット １ 個、石鹸 １ 箱を交付した。（合計：タ

オル２７０本、緊急セット ９ 個、石鹸 ９ 箱）
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　⑷　新型コロナウイルス感染に対する対応

　　　万一の災害発生に備え、派遣救護班要員の個人防護具を配備した。

　　　また、県内で第 １ 次的な避難所となる公立小学校を対象に、換気を目的とした直

径 １ ｍの大型サーキュレーターを配備する事業を令和 ２ 年度から開始した。（ ５ ヶ

年で１７９ヶ所に配備する予定。令和 ２ 年、 ３ 年度に７０校、 ４ 年度に下記５０校へ配備

した。）

　　令和 ４ 年度

富山市：山室小学校・山室中部小学校・太田小学校・蜷川小学校・新保小学校

　　　　熊野小学校・月岡小学校・草島小学校・四方小学校・倉垣小学校

　　　　八幡小学校・長岡小学校・呉羽小学校・寒江小学校・老田小学校

　　　　古沢小学校・池田小学校・水橋中部小学校

高岡市：伏木小学校・古府小学校・能町小学校・南条小学校・下関小学校

　　　　国吉義務教育学校・野村小学校

魚津市：清流小学校・よつば小学校

氷見市：上庄小学校・十二町小学校・湖南小学校

滑川市：寺家小学校・東部小学校

黒部市：宇奈月小学校・荻生小学校・石田小学校

砺波市：砺波南部小学校・砺波北部小学校

小矢部市：蟹谷小学校・東部小学校

南砺市：井波小学校・福光南部小学校・福光東部小学校

射水市：新湊小学校・片口小学校・東明小学校・中太閤山小学校

入善町：ひばり野小学校

朝日町：あさひ野小学校

上市町：陽南小学校

立山町：高野小学校
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　⑸　救護班等の編成と救護要員の研修

　　ア　ＤＭＡＴの編成 :（富山赤十字病院）

　　　　　区分
要員　　　　　 医　師 看護師長 看護師 業　務

調整員 計

Ｄ Ｍ Ａ Ｔ ２ ４ ７ ４ １７

　　　　　区分
要員　　　　　 医　師 看護師長 看護師 主　事 自 動 車

操作要員 計

常 備 要 員 ８ ８ １６ ８ ８ ４８

№ 期　日 研修会名 研修会場 対象者 参加人数 主催

１ ６ ／ ３ 救護班要員研修会
富山赤十字病
院　教育研修
棟 ３ 階講堂

常備救護班要員 １０ 日赤富山
県支部

２ ８ ／２７ こころのケア研修 日赤富山県支
部

看護師
主事 １３ 日赤富山

県支部

３ １ ／２１～２２ 日赤災害医療コー
ディネート研修会 日赤本社

コーディネーター
コーディネートスタッフ

救護担当スタッフ
１ 日赤本社

４ ２ ／１１～１２ 全国赤十字救護班
研修会

日赤愛知医療
センター名古
屋第 ２ 病院

救護班要員
救護担当スタッフ ６

日赤本社
日赤愛知
県支部

　　　　　　　　区分
要員　　　　　　　　 コーディネーター コーディネートスタッフ 計

コーディネートチーム １ ４ ５

救護員区分
救　護　班　要　員 災害対策

本部要員
血液供給
要　　員 合計

医師 看護師長 看護師 主事 助産師 薬剤師
支 部 １０ １０
病 院 ４３ ２３ ２９７ １７ ２０ ４ １９ ４２３
血液センター １７ １０ １１ ３８
合 　 計 ４３ ２３ ３１４ １７ ２０ ４ ３９ １１ ４７１

　　イ　救護班の編成

　　ウ　救護員登録状況

　　エ　コーディネートチーム

　　オ　救護要員の研修
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　⑹　救　護　訓　練

　　　災害発生に際し最も迅速を要する被災者の医療救護、搬送、通信、医薬品輸送な

どの技術的な向上を図るため、毎年、各種の訓練を実施するとともに、県、市町村

等が行う防災訓練に積極的に参加している。

　　　今年度も新型コロナウイルス感染症の影響により、訓練の開催中止や規模縮小と

なったものもあったが、支部・施設実働訓練や支部災害対策本部立ち上げ訓練で

は、実際の感染拡大防止装備を使用して実施したりするなど、感染対策を徹底し、

実働に資する訓練を実施した。

期　日 訓練名 訓練場所 訓練内容 参加者

６ ／１０ 支部・施設合同災害救護訓
練 日赤富山県支部

救護資機材運用
救護所設営
医療救護
災害診療記録作成

病院　　　　　１０
血液センター　 ２
支部　　　　　 ６

９ ／ ４ 魚津市総合防災訓練 魚津市 救急指導法 救急法指導員　 ２
支部　　　　　 １

９ ／ ７ 富山空港消火救難訓練 富山空港 医療救護 病院　 ５
支部　 １

９ ／２１ 富山県支部災害対策本部設
置訓練

日赤富山県支部　
　　　　 災害対策本部運用

病院　　　　　１１
血液センター　 ２
支部　　　　　１０

１０／ ８ 富山市総合防災訓練　 富山市 医療救護 病院　 ５
支部　 ２

１０／１６ 富山県総合防災訓練 小矢部市 医療救護 病院　 ５
支部　 ３

１０／２３ 射水市総合防災訓練 射水市 救急指導法 規模縮小開催のた
め派遣中止

１１／ ３ 日本赤十字社第 ３ ブロック
支部合同災害救護訓練

諏訪赤十字病院
諏訪湖イベントホ
ール

救護班参集
医療救護（救護所・
避難所）
災害対策本部運用

病院　 ５
支部　 ５

１１／１０ 富山県国民保護訓練 富山市 図上訓練 支部　 ２
１ ／２５ 富山赤十字病院災害訓練 富山赤十字病院 図上訓練 病院　２０

３ ／ ７ 石川県支部災害対策本部運
用訓練 石川県 図上訓練 支部　 ３
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　⑺　救護資材の整備

品　　　　　　目 数　　量 品　　　　　　目 数　　量
救 急 車 １台 浄 水 器 １台
救 援 車 ６台 テ ン ト １０張
衛 星 電 話 ４台 ド ラ ッ シ ュ テ ン ト ２張

業務
無線

基 地 局 ２基 ワ ン タ ッ チ テ ン ト ４張
移 動 局 １２台 エ ア テ ン ト ２張
携 帯 型 移 動 局 ２２台 折 畳 寝 台 ３１台

短 波 無 線（ ア マ 無 線 ） １基 担 架 １５台
NBC（ 災 害 除 染 セ ッ ト ） １セット 担 架 架 台 ６台
発 電 機 ５台 移 動 組 立 式 炊 飯 器 １３基
投 光 器 ４台 医 療 セ ッ ト ３セット
患 者 用 毛 布 ６０枚 初 動 用 医 療 セ ッ ト １セット
携 帯 ラ ジ オ ５台 ボ ラ ン テ ィ ア ベ ス ト ５０着
医 療 用 作 業 台 ５台 通 信 用 パ ソ コ ン セ ッ ト ２セット
救 護 班 用 放 射 線 防 護 資 材 １４セット モ バ イ ル WiFi ル ー タ ー １台
救 命 胴 衣 １５着 携 帯 電 話 １台
Ａ Ｅ Ｄ ４台
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配備先（常置場所） 車両の種別 車種（名称） 製造会社名 取得年月日 登録番号

日赤富山市地区 災 害 救 援 車 エブリイワゴン スズキ Ｈ２５． ６ ．２４ 富山５８０は３３１５

日赤富山市地区（大沢野・細入） 災 害 救 援 車 エブリイワゴン スズキ Ｈ２５． ６ ．２４ 富山５８０は３３１６

日赤富山市地区（大山） 災 害 救 援 車 ＡＤバン ニッサン Ｈ１９． ６ ．２１ 富山４００た１８６２

日赤富山市地区（八尾） 災 害 救 援 車 ＮＶ１００クリッパー ニッサン Ｈ２７． ７ ．１０ 富山４８０け９０１８

日赤富山市地区（婦中・山田） 災 害 救 援 車 エブリィワゴン スズキ Ｈ２６． ７ ．２３ 富山５８０ほ９２３３

日赤高岡市地区 災 害 救 援 車 ＮＶ２００バネット ニッサン Ｈ２９． ７ ．２４ 富山８００す３６０７

日赤高岡市地区（福岡） 災 害 救 援 車 ＡＤバン ニッサン Ｈ１７． ９ ．１５ 富山４００そ４１６３

日赤魚津市地区 災 害 救 援 車 プロボックス トヨタ Ｒ ３ ．１１．１０ 富山４００と５８１４

日赤氷見市地区 災 害 救 援 車 アルト スズキ Ｈ３０．１１．１５ 富山５８１え５４９９

日赤滑川市地区 災 害 救 援 車 エブリイ PC ハイルーフ スズキ Ｒ １ ． ６ ． ５ 富山４８０す３７３２

日赤黒部市地区 災 害 救 援 車 プロボックス DX コンフォート トヨタ Ｒ ３ ． ９ ．３０ 富山４００と５５３５

日赤黒部市地区（宇奈月） 災 害 救 援 車 サクシードワゴン トヨタ Ｈ２４． ６ ．２９ 富山５０１ほ４８１５

日赤砺波市地区 災 害 救 援 車 ＡＤバン ニッサン Ｈ１９． ６ ．２７ 富山４００た１９３２

日赤砺波市地区（庄川） 災 害 救 援 車 ＡＤバン ニッサン Ｈ２０． ５ ．３０ 富山４００た５２５２

日赤小矢部市地区 災 害 救 援 車 プロボックスバン トヨタ Ｈ２８． ８ ．２６ 富山４００て２５３

日赤南砺市地区（城端） 災 害 救 援 車 タント ダイハツ Ｒ ４ ． ３ ．１５ 富山５８１た３５２７

日赤南砺市地区（平） 災 害 救 援 車 エブリィバン スズキ Ｈ２２． ８ ．２５ 富山４８０か５３１２

日赤南砺市地区（上平） 災 害 救 援 車 カローラフィールダー トヨタ Ｈ２６． ７ ．２８ 富山５０１も８４０

日赤南砺市地区（利賀） 災 害 救 援 車 ラッシュＸ トヨタ Ｈ２５． ７ ．１９ 富山５０１み８４８０

日赤南砺市地区（井波） 災 害 救 援 車 プロボックスバン トヨタ Ｈ２４． ８ ．２３ 富山４００ち７２８１

日赤南砺市地区（井口） 災 害 救 援 車 プロボックスバン トヨタ Ｈ２１．１２． ２ 富山４００た９５１９

日赤南砺市地区（福野） 災 害 救 援 車 ハイゼットカーゴ ダイハツ Ｈ２８． ７ ．２８ 富山４８０こ５６５１

日赤南砺市地区（福光） 災 害 救 援 車 タント ダイハツ Ｈ３０． ７ ．３０ 富山５８１え７３５３

日赤射水市地区（新湊） 災 害 救 援 車 ステラ スバル Ｈ２２． ５ ．２１ 富山５８０ち７４８５

日赤射水市地区（大島） 災 害 救 援 車 ミライース ダイハツ Ｈ２６． ６ ．１９ 富山５８０ほ６４９７

日赤射水市地区（小杉） 災 害 救 援 車 ウィングロード ニッサン Ｈ１８． ５ ．３１ 富山５０１せ５００５

日赤射水市地区（大門） 災 害 救 援 車 ハイゼットカーゴ ダイハツ Ｒ ３ ． １ ．２９ 富山４８０せ３３０４

日赤射水市地区（下） 災 害 救 援 車 ウィングロード トヨタ Ｈ１９．１１．３０ 富山５３０の８１００

日赤入善町分区 災 害 救 援 車 プロボックスバン トヨタ Ｈ２９． ７ ． ６ 富山４００て３００７

日赤朝日町分区 災 害 救 援 車 ＡＤバン ニッサン Ｈ２９． ６ ． ５ 富山４００て２７１３

日赤舟橋村分区 災 害 救 援 車 カローラフィールダー トヨタ Ｈ２１． ４ ．１４ 富山５０１な９６８４

日赤上市町分区 災 害 救 援 車 ウイングロード ニッサン Ｈ２６． ９ ．３０ 富山５０１も４２７４

日赤富山県支部 災 害 救 援 車 サファリ ニッサン Ｈ１２． ３ ．２８ 富山３００せ７９５５

日赤富山県支部 災 害 救 援 車 ウィングロード ニッサン Ｈ１６． ９ ．３０ 富山５００や６８３

日赤富山県支部 災 害 救 援 車 タント ダイハツ Ｈ１９．１１．２２ 富山５８０け８７９１

日赤富山県支部 救援トラック キャンター 三菱 Ｈ２５． ３ ．２１ 富山１００す７５８３

日赤富山県支部 災害通信指令車 アルファード トヨタ Ｈ２５． ３ ．２２ 富山３００さ７８６５

日赤富山県支部 救 急 車 ハイエース トヨタ Ｈ２５． ３ ．２６ 富山８００す１２８８

日赤富山県支部 災 害 救 援 車 フィット ホンダ Ｒ ２ ． ３ ．１０ 富山５０２と３９１

　⑻　災害救援車の配備

　　　災害救護活動の円滑化を図るため、昭和６０年度から管内地区分区へ災害救援車を

配備している。

　⃝救援車両一覧



―　　―10

　⑼　救援物資の備蓄と交付

　　　県内において発生した火災・水害その他災害の被災者へ迅速に救援物資が交付で

きるよう、日頃から備蓄、地区分区への分置を行っている。

　⃝災害救援物資備蓄状況

品　　　　　　　　名 前年度末現在 取　　得 払　　出 令和 ４年度末現在
毛 布（ ケ イ リ ン ） １，４０１ ３ １３６ １，２６８
綿 毛 布 ２４７ ９ １７ ２３９
緊 急 セ ッ ト ９６６ １ ４２ ９２５
安 眠 セ ッ ト ３５４ ０ ０ ３５４
鍋・ や か ん セ ッ ト １０４ ０ ２９ ７５
ポ ッ ト １５ ０ ２ １３
カ セ ッ ト コ ン ロ ８７ ５６ ３１ １１２
タ オ ル ６，０３０ ０ １，２６７ ４，７６３
石 鹸 ３６０ ０ ９ ３５１
タ オ ル ケ ッ ト ３００ ０ ０ ３００

　⃝災害救援物資等交付基準

区　　　分 救 援 物 資

災
　
　
害
　
　
程
　
　
度

全 焼
全 壊
流 失

１ 人につき
　　　　毛　　　布　 ４ 月～ ５ 月、１０月 １ 枚
　　　　　　　　　　１１月～ ３ 月 ２ 枚
　　　　綿　毛　布　 ６ 月～ ９ 月 １ 枚
　　　　タ　オ　ル １０本
１ 世帯につき
　　　　緊急セット
　　　　　 １ ～ ４ 人 １ 個
　　　　　 ５ 人以上 ２ 個
　　　　カセットコンロ １ 台
　　　　　（ガスボンベ ３ 本付）
　　　　鍋セット又はポット １ 台

床 上 浸 水

１ 世帯につき
　　　　緊急セット １ 個
　　　　タ　オ　ル ３０本
　　　　石　　　鹸 １ 箱

弔 慰 金 自然災害および火災による死亡者
　　　　 １ 　　　人 １０，０００円

１ 　この基準は、平成２０年 ４ 月 １ 日から実施する。
２ 　大規模災害については実情に応じて行うものとし、この基準にはよらないものとする。
３ 　この基準は、非住家には適用しない。
４ 　災害による死亡者があった場合は、世帯構成人員から死亡者を除いた基準で交付する。
　　（但し、配分の際に生死が不明の場合はこの限りではない）
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※その他払出については劣化等により処分したもの。

地区分区別災害救援物資及び弔慰金交付状況
地　区
分区名 世帯数 人数 毛布 綿毛布 緊　急

セット タオル 鍋セット ポット カセット
コ ン ロ

安　眠
セット 石　鹸

弔慰金
件数 金額

富 山 市 １３ ９ １２ １６ １５ ４２０ ２ ２ ３ ９ ６ ６０，０００
高 岡 市 ２２ ４７ ９４ ２２ ６３０ ２１ ２０
魚 津 市 ３ ９ １２ ３ ９０ ３ ３
氷 見 市
滑 川 市
黒 部 市
砺 波 市
小矢部市
南 砺 市 ２ ６ １２ ２ ６０ ２ ２ １ １０，０００
射 水 市
入 善 町
朝 日 町
舟 橋 村
上 市 町 ２ ６ ６ ４０ １ １ ２ ２０，０００
立 山 町
そ の 他 １ ２７ ２
合計 ４２ ７７ １３６ １７ ４２ １，２６７ ２９ ２ ３１ ０ ９ ９ ９０，０００

　⑽　臨　時　救　護

　　　地方公共団体、地区分区等の要請により救護員を派遣し、参集者の安全を図った。

なお、アルコール消毒・マスク等を整備し、コロナ感染予防対策をとった。

№ 期日 派遣行事名等 日数 救護
員数

取扱傷
病者数

１ ４ ／２５ 富山縣護國神社春季例大祭 １ ２ ０
２ ５ ／２９ とやま森の祭典 １ ２ ２
３ ６ ／１１ 富山県放デイゆるゆる大運動会 １ ２ ０

４ ９ ／ ８ 第４４回全国公民館研究集会・第５７回東海北陸公民館大
会富山大会・第１６回富山県公民館大会 １ ２ ０

５ ９ ／１８ 第１８回砺波市水泳大会 １ ２ ０
６ １０／ ５ 富山縣護國神社秋季例大祭 １ ２ ０

合　　　　　　　　　　　　計 ６ １２ ２

　⑾　防災教育事業

　　　地域のニーズに合わせて災害への備え、防災・減災に関する講習会を開催してき

た。日本赤十字社防災教育事業指導者を養成し、大規模災害の危険性に対し、地域

の「自助」「共助」の力を高めるため、地域コミュニティでの防災教育に力を入れ

ている。

　　　新型コロナウイルス感染状況下において、「新型コロナウイルスの ３ つの顔を知
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ろう～負のスパイラルを断ち切るために～」等を活用し、新型コロナウイルス感染

予防や差別防止の啓発に取り組んだ。また、「災害に備えておうちの中の安全対策

のススメ」のマンガや「おうちモンスター」の動画で、家具類の転倒、転落等の危

険対策についても普及に努めている。

講習項目

防災啓発プログラム実施状況

№ 期日 地区名 実施場所 対　象 受講数 講習項目
７ ／１７ 高岡市 若水町公民館 地域住民 ※開催中止 災害の備え

１ ５ ／２２ 富山市 日赤富山県支部 富山地区赤十字奉仕団 ４０ 炊き出し訓練
２ ５ ／２４ 富山市 杉原公民館 地域住民 ３４ 新型コロナウイルスの

３ つの顔を知ろう

３ ５ ／２５ 魚津市 魚津もくもくホール 新川地区赤十字奉仕団 ３５ 炊き出し訓練
４ ６ ／ ２ 砺波市 チューリップ四季彩館 砺波地区赤十字奉仕団 ３０ 炊き出し訓練
５ ６ ／ ６ 朝日町 町文化体育センター 朝日町赤十字奉仕団 ３５ 災害の備え
６ ６ ／ ８ 高岡市 里山交流センター 高岡地区赤十字奉仕団 ３７ 炊き出し訓練
７ ６ ／１１ 高岡市 西五位公民館 福岡町赤十字奉仕団 ２３ 災害の備え
８ ９ ／２５ 舟橋村 舟橋小学校 児童・教職員 ２５ 新聞スリッパ、風呂敷

リュック、毛布ガウン

９ １０／ ５ 富山市 諏訪川原公民館 町内会・自治会 １８ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１０ １０／１１ 富山市 四方公民館 四方小学校 ５ 年生 ２７ 新聞スリッパ、風呂敷
リュック、毛布ガウン

１１ １１／ ５ 立山町 柿の木沢公民館 自治会役員 ８ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１２ １２／ ４ 砺波市 県民カレッジ砺波地区センター 県民 １１ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１３ １２／１４ 富山市 富山いずみ高校 生徒・保護者・教職員 ２６ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１４ ２ ／１５ 富山市 奥田中学校 用務員 １０ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１５ ２ ／２４ 富山市 四方公民館 四方赤十字奉仕団 ３０ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１６ ３ ／１０ 富山市 八尾コミュニティセンター 八尾町赤十字奉仕団 ５７ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

１７ ３ ／２５ 南砺市 福光福祉会館 福光赤十字奉仕団 ４９ 災害の備え、新聞スリッパ、
風呂敷リュック、毛布ガウン

合　　　　　　　　　　　　　　　　計 ４９５

災害への備え 防災や減災の考え方、地震・津波・風水害がもたらす様々な被害から、平
時の備えの重要性を理解する。

災害エスノグラフィー 被災した人々の視点で書き留められた読み物から、災害を追体験し、被災
状況をイメージする。

災害図上訓練（DIG） 地域の防災マップの作成を通じ、防災上の資源や危険性を把握し個人や地
域の防災意識を高める。

応急手当等 身近なものを用いた応急手当、救急法、災害時高齢者健康生活支援等を学
ぶ。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止
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※郵便振替を利用し、日赤本社や被災地支部に直接送金された件数・金額は含まない。

　⑿　海　浜　救　護

　　　県内 ６ ヵ所の海水浴場の臨時海浜救護所へ応急手当品を配付し、海水浴場利用者

の安全を図った。

市　町　村 救護所名 開設日数 取扱傷病者数

富 山 市 八 重 津 １２ ５
岩 瀬 浜 ５５ ４

高 岡 市 松 太 枝 浜 １３ １
氷 見 市 島 尾 浜 ２４ ５
黒 部 市 石 田 浜 ３１ ２
朝 日 町 宮 崎 浜 ３ ０

計 １３８ １６

（単位：円）

目　　　　　　　　　　的 件　数 金　　　額 送　金　先
平成３０年 ７ 月豪雨災害義援金 ２件 ６７０円 日本赤十字社
令和 ２ 年 ７ 月豪雨災害義援金 ８件 １４７，０２８円 日本赤十字社
令和 ４ 年 ３ 月福島県沖地震災害義援金 １６件 ５４８，６２４円 日本赤十字社
令和 ４ 年 ７ 月大雨災害義援金 ６件 １６８，８１６円 日本赤十字社
令和 ４ 年 ８ 月 ３ 日からの大雨災害義援金 ３６件 １，９４２，５９０円 日本赤十字社
令和 ４ 年台風第１５号災害義援金 １４件 ４５６，０８７円 日本赤十字社
中東人道危機救援金 ３件 ６０，９８０円 日本赤十字社
バングラデシュ南部避難民救援金 ２件 １５，２９８円 日本赤十字社
アフガニスタン人道危機救援金 ４件 ８０，１５４円 日本赤十字社
ウクライナ人道危機救援金 １４０件 ２３，１５２，９３３円 日本赤十字社
２０２２年アフガニスタン地震救援金 ３件 ３４，７８６円 日本赤十字社
２０２２年パキスタン洪水救援金 ４件 ３９，０４１円 日本赤十字社
２０２３年トルコ・シリア地震救援金 ８２件 ３，１７９，８０５円 日本赤十字社
令和 ４ 年度ＮＨＫ海外たすけあい救援金 ５９３件 ４，１５１，８１５円 日本赤十字社

合　　　　　　　　　　　計 ９１３件 ３３，９７８，６２７円

　⒀　救護資材の貸し出し

　　　支部が保有する炊き出し大鍋セットや AED（自動体外式除細動器）を県内各地

で開催される自治会等主催の防災訓練や各種イベントに対して無料貸し出しを行っ

ている。

　　　しかし、新型コロナウイルス感染症の影響のため防災訓練等の各種イベントが中

止となり、貸し出しは低調であった。

　　　令和 ４ 年度の貸し出し実績

　　　AED　 ９ 回

　　　炊き出し大鍋セット　 １ 回　 １ セット

　⒁　災害義援金・救援金受付状況
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３ 　赤十字救急法等の講習
　⑴　救　　急　　法

　　　自らの健康安全と不慮の事故や災害で急

病人やケガ人が出たとき、それ以上悪化さ

せないよう応急手当を施し、医師に引き渡

すことができるように、知識と技術を学ぶ

もので、自然災害や交通事故等への対応を

身につける必要性重視されてきている。

　　　例年、地区分区、企業その他の団体の要請に対し救急法指導員の資格を有するボ

ランティア等を派遣し、それぞれの事業所等で講習を実施するほか、支部において

一般対象の講習を開催している。

　　　短期講習は、新型コロナウイルス感染症の影響のため、ペットボトルを用いて接

触を伴わない方法やリモートを活用した方法で実施した。また、開催を中止してい

た一般向けの養成講習は令和 ５ 年 ３ 月より再開した。

講習科目及び時間

救急法講習実施状況

講　習　区　分 講　　習　　科　　目 講習時間

救急法救急員養成講習 急病の手当、けがの手当（止血法、包帯法、固定法）、
運搬及び救護 １２時間

救 急 法 基 礎 講 習 傷病者の観察の仕方及び一次救命処置（心肺蘇生、
AED を用いた除細動、気道異物除去）等救急法の基礎 ４ 時間

救 急 法 短 期 講 習 救急法基礎講習及び救急法救急員養成講習の内容の一部 必要とする時間

⑴　救急法基礎講習の受講資格は、満１５歳以上の者
⑵　救急法救急員養成講習の受講資格は、救急法基礎講習修了者
⑶　検定（学科・実技）合格者には救急法基礎講習は「修了証」を救急法救急員養成講習は「認定証」

を交付する。

⃝短期講習

№ 期　日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
７ ／２１ 富山市 高志支援学校 教職員 開催延期（※）
８ ／１３ 富山市 県総合体育センター バレーボールコーチ 開催中止（※）
１１／１３ 砺波市 砺波青少年自然の家 スキーパトロール隊員 開催中止（※）

１ ４ ／１４ 富山市 富山市総合体育館 職員 ９
２ ４ ／１９ 富山市 富山大学人間発達科学部附属中学校 教職員 ３８
３ ５ ／ ９ 高岡市 高岡向陵高校 生徒・教職員 １３
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№ 期　日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
４ ５ ／１７ 魚津市 村椿小学校 教職員 ２０
５ ５ ／２２ 砺波市 砺波青少年自然の家 学生ボランティア １４
６ ５ ／２３ 高岡市 高岡向陵高校 生徒・教職員 １５
７ ５ ／３０ 富山市 豊田小学校 教職員 ４０
８ ５ ／３０ 高岡市 牧野小学校 教職員 ３５
９ ５ ／３１ 富山市 蜷川小学校 教職員 ３８
１０ ６ ／ １ 富山市 速星公民館 プール管理者 ６２
１１ ６ ／ ２ 立山町 林業カレッジ 林業従事者 １６
１２ ６ ／ ２ 富山市 県総合教育センター 新採養護教諭 ８
１３ ６ ／ ２ 富山市 アピアスポーツクラブ 職員 ３３
１４ ６ ／ ３ 富山市 アピアスポーツクラブ 職員 ２８
１５ ６ ／ ５ 富山市 アピアスポーツクラブ 職員 １３
１６ ６ ／ ６ 高岡市 木津小学校 教職員 １９
１７ ６ ／ ６ 高岡市 横田小学校 教職員 １６
１８ ６ ／ ７ 富山市 速星公民館 養護教諭 ６０
１９ ６ ／ ８ 高岡市 能町小学校 教職員 ２７
２０ ６ ／ ８ 富山市 藤ノ木小学校 教職員 ４５
２１ ６ ／ ８ 富山市 八幡小学校 教職員 １０
２２ ６ ／ ９ 富山市 速星公民館 養護教諭 ３９
２３ ６ ／１３ 富山市 安全衛生教育センター 衛生管理受講者 ８９
２４ ６ ／１３ 富山市 太田小学校 教職員・PTA １６
２５ ６ ／１３ 富山市 大庄小学校 教職員 ２０
２６ ６ ／１４ 富山市 光陽小学校 教職員 ３０
２７ ６ ／１４ 滑川市 滑川市生涯学習センター 教職員 ２５
２８ ６ ／１５ 富山市 萩浦小学校 教職員 ３０
２９ ６ ／１５ 富山市 古沢小学校 教職員・PTA １３
３０ ６ ／１６ 富山市 芝園小学校 教職員・PTA ６０
３１ ６ ／１６ 富山市 新庄北小学校 教職員 ２５
３２ ６ ／１７ 富山市 中央小学校 教職員 ２０
３３ ６ ／１７ 富山市 水橋中部小学校 教職員 １１
３４ ６ ／１７ 滑川市 寺家小学校 教職員 １８
３５ ６ ／１８ 富山市 樫尾小学校 教職員・保護者・児童 ４６
３６ ６ ／１９ 富山市 老田小学校 教職員・保護者 １５
３７ ６ ／２０ 高岡市 野村小学校 教職員 ３５
３８ ６ ／２１ 富山市 呉羽小学校 教職員 ３５
３９ ６ ／２１ 魚津市 魚津市農業環境改善センター 魚津市赤十字奉仕団員 １８
４０ ６ ／２２ 富山市 草島小学校 教職員 ２０
４１ ６ ／２２ 舟橋村 舟橋小学校 教職員 ２０
４２ ６ ／２３ 富山市 宮野小学校 教職員 １５
４３ ６ ／２４ 富山市 針原小学校 教職員 １６
４４ ６ ／２４ 富山市 広田小学校 教職員 ２０
４５ ６ ／２４ 富山市 柳町小学校 教職員 ２１
４６ ６ ／２７ 富山市 寒江小学校 教職員・保護者 １７
４７ ６ ／２８ 富山市 富山工業高校 教職員 １５
４８ ６ ／２８ 富山市 ウィンディ 職員 ４０
４９ ６ ／２９ 富山市 岩瀬小学校 教職員 １２
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№ 期　日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
５０ ６ ／２９ 富山市 新庄小学校 教職員 ２５
５１ ７ ／ ４ 富山市 山室中部小学校 教職員 ３０
５２ ７ ／ ４ 富山市 赤十字血液センター 中学生 ４
５３ ７ ／ ４ 富山市 新庄北地区センター PTA ３０
５４ ７ ／ ５ 富山市 速星公民館 プールアルバイト ８
５５ ７ ／ ６ 高岡市 高岡商業高校 教職員 １４
５６ ７ ／ ６ 富山市 大沢野生涯学習センター 大沢野赤十字奉仕団員 １５
５７ ７ ／１２ 上市町 上市町働く婦人の家 上市町赤十字奉仕団員 １８
５８ ７ ／１８ 高岡市 中田コミュニティセンター 中田赤十字奉仕団員 ２０
５９ ７ ／２２ 富山市 興南中学校 教職員 ３０
６０ ７ ／２２ 富山市 しらとり支援学校 教職員 １５０
６１ ７ ／２２ 富山市 富山学園 教職員・生徒 ２４
６２ ７ ／２５ 富山市 月岡中学校 教職員 １８
６３ ７ ／２５ 富山市 山室中学校 教職員 ３４
６４ ７ ／２６ 富山市 呉羽中学校 教職員 ３０
６５ ７ ／２７ 富山市 堀川中学校 教職員 ４０
６６ ７ ／２７ 富山市 富山高校 教職員 ３０
６７ ７ ／２８ 富山市 富山総合支援学校 教職員 ３６
６８ ８ ／ １ 富山市 三成中学校 教職員 ２０
６９ ８ ／ １ 富山市 西部中学校 教職員 ２４
７０ ８ ／ ２ 富山市 県警察装備センター 警察官 １１
７１ ８ ／２０ 南砺市 上平交流センター 南砺市上平赤十字奉仕団員 ７
７２ ８ ／２２ 砺波市 出町中学校 PTA ２６
７３ ８ ／２４ 富山市 水橋中学校 教職員 １４
７４ ８ ／２４ 氷見市 氷見ふれあいスポーツセンター PTA ２２
７５ ８ ／２６ 魚津市 新川高校 教職員 ２２
７６ ９ ／ ４ 魚津市 星の杜小学校 地域住民 ６０
７７ ９ ／２９ 富山市 トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １５
７８ ９ ／３０ 富山市 うえだ歯科クリニック 職員 ２０
７９ １０／ ６ 富山市 富士薬品 職員 １０
８０ １０／１１ 高岡市 高岡市役所 PTA ５４
８１ １０／１３ 富山市 富士薬品 職員 １３
８２ １０／１４ 富山市 富山商業高校 生徒・教職員 ４０
８３ １０／１７ 黒部市 黒部市コラーレ PTA ４９
８４ １０／１８ 富山市 三寿苑 職員 １２
８５ １０／２４ 滑川市 富山医療福祉専門学校 学生 １７
８６ １０／２６ 富山市 三成中学校 生徒 ４５
８７ １０／２６ 富山市 金剛化学 職員 ８
８８ １１／ ６ 富山市 呉羽小学校 地域住民 １００
８９ １１／ ７ 富山市 太平ビルサービス富山支店 職員 １２
９０ １１／ ９ 富山市 高志支援学校 教職員 ３５
９１ １１／１６～１８ 砺波市 砺波青少年自然の家 自動車教習所指導員 ４９
９２ １１／２６ 富山市 山室中学校 PTA ２４
９３ １１／２６ 富山市 県総合運動公園陸上競技場 県体育施設関係者 ２１
９４ １１／２９ 富山市 富山東高校 教職員 １５
９５ １１／２９ 砺波市 砺波市社会福祉協議会 砺波市赤十字奉仕団員 ３２
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№ 期　日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
９６ １２／１５ 富山市 トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １１
９７ １ ／２３ 富山市 トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １５
９８ ２ ／ ８ 立山町 林業カレッジ 林業就職希望者 ６
９９ ２ ／１３ 富山市 トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １２
１００ ２ ／２１ 富山市 赤十字血液センター 職員 １９
１０１ ２ ／２１ 富山市 マリエ献血ルーム 職員 ５
１０２ ２ ／２２ 富山市 赤十字血液センター 職員 １６
１０３ ２ ／２２ 富山市 マリエ献血ルーム 職員 ５
１０４ ２ ／２２ 高岡市 民宿城山 伏木赤十字奉仕団員 ３０
１０５ ３ ／ ３ 富山市 柳町小学校 児童 ３０
１０６ ３ ／１０ 富山市 富士薬品 職員 ２２
１０７ ３ ／１６ 富山市 トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １２

合　　　　　計 ２，８１６
※新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）拡大防止のため開催中止または開催延期

※新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）拡大防止のため開催中止

⃝救急員養成講習

№ 期　　日 日数 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
４ ／３０～ ５ ／ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
８ ／１８～１９ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
１０／１５～１６ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
１２／１０～１１ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
２ ／１７、２０ 富山市 県総合体育センター 一般 開催中止（※）

１ ４ ／２６～２７ ２ 富山市 富山県警察学校 警察官 １０
２ ５ ／１９～２０ ２ 富山市 日赤富山県支部 職員 １４
３ １０／２２～２３ ２ 砺波市 砺波青少年自然の家 県スキー連盟 １２
４ ３ ／２５～２６ ２ 富山市 日赤富山県支部 一般 １２
合　計 ８ ４８

⃝基礎講習

№ 期　　日 日数 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１ ４ ／２５ １ 富山市 富山県警察学校 警察官 １０
２ ４ ／２９ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 １６
３ ５ ／３１ １ 富山市 アピアスポーツクラブ 職員 １２
４ ７ ／ ８ １ 富山市 富山県消防学校 消防初任科生 ３５
５ ８ ／１７ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 ７
６ ９ ／ ４ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 １０
７ １０／ １ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 １０
８ １０／２２ １ 砺波市 砺波青少年自然の家 県スキー連盟 １０
９ １１／１２ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 １０
１０ １２／ ３ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 ９
１１ １ ／ ７ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 ８
１２ ２ ／１６ １ 富山市 県総合体育センター 一般 ７
１３ ３ ／２１ １ 富山市 日赤富山県支部 一般 １６
合　計 １３ １６０
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　⑵　水上安全法

　　　水の事故といえば、すぐにプールや海

水浴を思い浮かべるが、水による事故の

ほとんどは水泳中以外に発生している。

水上安全法の目的は、尊い命を水の事故

から守るために、主として事故防止と自

己保全、そして溺れた人を安全に救助す

る方法を習得することにある。

　　　令和 ４ 年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により開催を中止して

いた消防初任科生対象の救助員Ⅰ養成講習を ３ 年ぶりに開催した。

講習科目及び時間

水上安全法講習実施状況

講　習　区　分 講　　習　　科　　目 講習時間

水上安全法救助員Ⅰ養成講習 水の事故防止、泳ぎの基本と自己保全、事故者の
救助及び応急手当 １４時間

水上安全法救助員Ⅱ養成講習 海、河川及び湖沼での事故防止、泳ぎの基本と自
己保全、事故者の救助及び応急手当 １２時間

水 上 安 全 法 短 期 講 習 水上安全法救助員Ⅰ及び水上安全法救助員Ⅱの内
容の一部 必要とする時間

⑴　水上安全法救助員Ⅰ養成講習の受講資格は、満１５歳以上の救急法基礎講習修了者で、一定の泳
力を有すること。

⑵　水上安全法救助員Ⅱ養成講習の受講資格は、水上安全法救助員Ⅰの資格を有すること。
⑶　検定（学科・実技）合格者には水上安全法救助員Ⅰ、Ⅱの「認定証」を交付する。

⃝短期講習

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
７ ／２１ 富山市 音川小学校 児童 開催中止（※）
８ ／ ６ 富山市 奥田小学校 児童 開催中止（※）

１ ４ ／１０ 富山市 市民プール 職員 ２４
２ ６ ／１７ 砺波市 砺波市温水プール 職員 ６
３ ６ ／２３ 富山市 東富山温水プール 職員 １８
４ ６ ／２８ 富山市 桜谷小学校 児童 ２４１
５ ６ ／３０ 富山市 県総合体育センター 警察官 １３
６ ７ ／ ７ 高岡市 万葉小学校 児童 ４３
７ ７ ／ ８ 富山市 岩瀬小学校 児童 ５１
８ ７ ／１１ 富山市 県総合体育センター 消防初任科生 ３５
９ ７ ／１９ 富山市 神明小学校 児童 ２７
１０ ７ ／２０ 富山市 樫尾小学校 児童 ２５
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講習科目及び時間

講　習　区　分 講　　習　　科　　目 講習時間

健 康 生 活 支 援 講 習
支 援 員 養 成 講 習

１ 　高齢者の健康と安全のために
２ 　地域における高齢者支援に役立つ知識と技術
３ 　日常生活の具体的な介護の知識と技術

１２時間

災害時高齢者生活支援講習
（短期講習）

１ 　災害について
２ 　災害が高齢者に及ぼす影響
３ 　接するときのこころづかい
４ 　気をつけたい病気や症状
５ 　知って役立つ技術
６ 　ボランティアの心得

２ 時間

地 域 で 支 え る 認 知 症
（短期講習）

１ 　認知症とは
２ 　認知症の主な症状
３ 　認知症の人への対応
４ 　予防と早期発見
５ 　家族の理解と支援
６ 　地域で支えるために

１．５時間

健康生活支援講習短期講習 支援員養成科目から一部抽出 必要とする時間

⑴　健康生活支援講習支援員養成講習の受講資格は、満１５歳以上の者
⑵　学科検定合格者には「認定証」を交付する。

⃝救助員Ⅰ養成講習

№ 期　　日 日数 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１ ／１８～２０ 富山市 市民プール 一般 開催中止（※）

１ ７ ／１３～１５ ３ 富山市 県総合体育センター 消防初任科生 ３５
合　計 ３ ３５

※新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）拡大防止のため開催中止

　⑶　健康生活支援講習
　　　誰もが高齢期を健やかに過ごせるよう、必要な健康増進の知識や高齢者の支援・

自立に向けて、役立つ介護支援技術を習得することを目的に実施した。
　　　「災害時高齢者生活支援講習」や「地域で支える認知症講習」を短期講習として

開催し、 １ 人でも多くの人が高齢者や認知症の人、その家族の支援者となり、安心
して暮らせる地域づくりにつながることを期待している。

　　　令和 ４ 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、接触を伴う支援員養成講
習会の開催は職員対象のみとし、感染防止を徹底し接触を伴わない短期講習を中心
に行った。       

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１１ ７ ／２６ 南砺市 上平小学校 児童、教職員 ７０
１２ １２／ ６ 高岡市 県高岡市総合プール 職員 ３０
１３ ２ ／２０ 富山市 東富山温水プール 職員 ２

合　　　計 ５８５
※新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）拡大防止のため開催中止
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健康生活支援講習実施状況
⃝短期講習

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１ ６ ／２８ 富山市 いずみ高等学校 学生、教職員 ３４
２ ６ ／３０ 富山市 いずみ高等学校 学生、教職員 ３３

合　　　　　計 ６７

⃝災害時高齢者生活支援講習

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
　 ０

⃝「地域で支える認知症」講習

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１ ４ ／１９ 富山市 呉羽ハイツ 奉仕団委員長 ５６
２ ６ ／ ９ 砺波市 社会福祉協議会 砺波市赤十字奉仕団員 ３０
３ ６ ／１９ 立山町 五百石四区公民館 地域住民 １５
４ ６ ／２２ 射水市 片口小学校 児童・教職員 ４４
５ ６ ／２４ 富山市 八町公民館 地域住民 １５
６ ７ ／ ９ 富山市 山田公民館 山田赤十字奉仕団員 ２０
７ ７ ／１４ 南砺市 井口社会福祉センター ボランティア ２０
８ ７ ／１５ 高岡市 伏木高等学校 学生、教職員 ９
９ ７ ／２５ 高岡市 とやま生協西部センター 会員 ７
１０ ８ ／１０ 南砺市 蓑谷地区交流センター 地域住民 ２０
１１ ９ ／１７ 南砺市 上平交流センター 上平赤十字奉仕団員 １５
１２ １０／ １ 富山市 健康保険組合連合会富山会館 組合員 ４６
１３ １０／ ４ 南砺市 春光荘 南砺市平赤十字奉仕団員 ２０
１４ １０／１４ 魚津市 とやま生協東部センター 会員 ９
１５ ３ ／ ８ 富山市 新庄北公民館 新庄北赤十字奉仕団員 ４０

合　　　　　計 ３６６

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
５ ／２８～２９ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
２ ／ ４ ～ ５ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）

１ ８ ／２９～３０ 富山市 富山赤十字病院 職員 ７
２ ９ ／１０～１１ 富山市 日赤富山県支部 職員 ３

⃝支援員養成講習

※新型コロナウイルス感染症（COVID-１９）拡大防止のため開催中止

⃝指導員養成講習

№ 期　　日 講習日数 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１１／１１、１８、２５
１２／ ２ 、９ ５ 富山市 日赤富山県支部 支援員

日赤職員 ６

合　計 ６
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幼児安全法講習実施状況
⃝短期講習

№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
８ ／１８ 富山市 山室公民館 ファミリーサポート会員 開催中止（※）
９ ／２１ 富山市 八尾健康福祉総合センター 保護者・祖父母と幼児 開催中止（※）
２ ／１０ 富山市 八尾健康福祉総合センター 保護者・祖父母と幼児 開催中止（※）

１ ４ ／２６ 富山市 星井町公民館 ファミリーサポート会員 ５
２ ５ ／ ９ 富山市 熊野公民館 ファミリーサポート会員 ６
３ ５ ／１９ 富山市 県総合体育センター 新規採用幼稚園教諭・保育教諭 ３４
４ ５ ／２７ 立山町 釜ヶ淵公民館 子育てサロン会員 １０
５ ６ ／ ２ 魚津市 健康センター 乳幼児を持つ親子 ２０
６ ６ ／ ８ 富山市 子育て支援センター ファミリーサポート会員・子育てボランティア ２５
７ ６ ／２０ 富山市 恵光学園 職員 ２０
８ ６ ／２１ 富山市 水橋児童館 ふれあいサークル親子 １５
９ ７ ／ １ 富山市 奥田公民館 保育補助スタッフ １０
１０ ７ ／ ２ 富山市 西田地方保育園 職員 ３２
１１ ７ ／ ５ 高岡市 子どものその 保護者・職員 １０
１２ ７ ／ ７ 射水市 いみず市民交流プラザ ファミリーサポート会員・子育てボランティア ２０

　⑷　幼児安全法

　　　子どもが家庭や地域で安全に健やかに育っていくように、子どもに起こりやすい

事故の防止と手当ての方法、家庭内での看病の方法や災害時の乳幼児支援など、地

域生活の中で役立つ知識や技術を学ぶものであり、次のとおり実施した。

　　　少子化の下で本講習を契機に社会全体で子どもを育てていくという機運を高める

ため、更なる普及に努める。

　　　令和 ４ 年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、一般向けの支援員養成講

習会の開催は中止し、接触を伴わない短期講習を中心に感染防止を徹底し行った。

講習科目及び時間

講　習　区　分 講　　習　　科　　目 講習時間

幼 児 安 全 法
支 援 員 養 成 講 習

１ 　赤十字幼児安全法について
２ 　子どもの成長発達と事故予防
３ 　子どもの応急手当
４ 　子どもの病気と看病の仕方
５ 　地域の子育て支援
　　　～社会全体で子どもを大切に育てるために～

１２時間

幼 児 安 全 法 短 期 講 習 支援員養成講習の科目から一部抽出 必要とする時間

⑴　幼児安全法支援員養成講習の受講資格は、満１５歳以上の者
⑵　検定（学科・実技）合格者には「認定証」を交付する。
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№ 期日 市町村 実　施　場　所 対　象　者 受講者数
１３ ７ ／ ８ 氷見市 余川谷研修館 子育てサロン会員 ８
１４ ７ ／１１ 氷見市 キッズサポートなないろ 子育てサロン会員 ６
１５ ７ ／１２ 砺波市 出町児童センター 児童厚生員 １０
１６ ７ ／１４ 富山市 子育て支援センター 乳幼児とその保護者・職員 １２
１７ ７ ／２０ 富山市 新庄保育所 子育てサークル会員・職員 ６
１８ ７ ／２６ 富山市 豊田公民館 ファミリーサポート会員 ６
１９ ７ ／２７ 富山市 富山赤十字病院（web） 親子・スタッフ ４
２０ ７ ／２８ 滑川市 交流プラザ 保育補助スタッフ ９
２１ ８ ／２２ 氷見市 余川営農研修館 子育てサロン会員 ６
２２ ９ ／ ２ 富山市 大久保ふれあいセンター ファミリーサポート会員 ６
２３ ９ ／ ７ 富山市 くまのこども園 子育てサークル会員・職員 ８
２４ ９ ／ ９ 氷見市 善照寺 子育てサークル会員・職員 ８
２５ ９ ／１３ 舟橋村 子育て支援センター 乳幼児とその保護者・職員 １４
２６ １０／１３ 氷見市 宇波公民館 子育てサークル会員・職員 ５
２７ １０／２２ 富山市 柳町公民館 ファミリーサポート会員 ７
２８ １０／２８ 立山町 保健センター 子育て中の親子 ７
２９ １１／ ７ 富山市 青い鳥保育園 職員 ２０
３０ １１／ ９ 富山市 五福公民館 ファミリーサポート会員 ６
３１ １１／１０ 射水市 いみず市民交流プラザ 母子保健推進員 ２８
３２ １１／２８ 魚津市 つばめ児童センター 職員 １８
３３ １２／ １ 富山市 岩瀬公民館 ファミリーサポート会員 ５
３４ １２／ ６ 高岡市 高岡第一学園幼稚園教諭・保育士養成所 生徒 １６
３５ １２／ ８ 魚津市 つばめ児童センター 職員 １８
３６ １２／２２ 魚津市 健康センター 乳幼児を持つ親子 １８
３７ １２／２８ 富山市 富山赤十字病院多目的ホール（web） 乳児を持つ親子 ２
３８ ２ ／１９ 富山市 婦中町ふれあい会館 ファミリーサポート会員 ５
３９ ２ ／２７ 富山市 県立乳児院 職員 ６
４０ ３ ／２３ 魚津市 つばめ児童センター ファミリーサポート会員・職員 １０
４１ ３ ／１７ 富山市 県立乳児院 職員 ３
４２ ３ ／２７ 富山市 県立乳児院 職員 ３
４３ ３ ／３０ 富山市 県立乳児院 職員 ６
４４ ３ ／３１ 富山市 県立乳児院 職員 ６

合　　　　　計 ４９９
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止
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№ 期　日 講習日数 市町村 実　施　場　所 対　象 受講者数
７ ／ ２ ～ ３ ２ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
１０／２９～３０ ２ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）
３ ／１１～１２ ２ 富山市 日赤富山県支部 一般 開催中止（※）

１ １ ／ ７ ～ ８ ２ 富山市 紫幼稚園 職員 １０

⃝支援員養成講習

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため開催中止

市町村別講習一覧

市町村
養成講習 基礎

講習 短期講習

救急法
救急員

水上安全
法救助員

健康生活
支 援 員

幼児安全
法支援員 救急法 救急法

水　 上
安全法

健康生活
支　　援

災　害　時
高齢者支援

地域で支える
認　 知　 症

幼　 児
安全法

富 山 市 １ １ １ ４ ７８ ９ ５ ２ ２５

高 岡 市 １１ ２ ２ ２

射 水 市 １ ２

魚 津 市 ４ １ ５

氷 見 市 １ ５

滑 川 市 ３ １

黒 部 市 １

砺 波 市 １ １ ４ １ １ １

小矢部市

南 砺 市 １ １ ４

朝 日 町

入 善 町

舟 橋 村 １ １

上 市 町 １

立 山 町 ２ １ ２

小計 ２ １ ０ １ ５ １０７ １３ １５ ２ ０ ４４
そ の 他

県 支 部 ２ ２ ８

合計 ４ １ ２ １ １３ １０７ １３ １５ ２ ０ ４４
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４ 　赤十字奉仕団
　　赤十字奉仕団は、赤十字の人道・博愛の精神のもとに、赤十字の使命とする人道的

な諸活動を実践しようとする人々が集まって結成されたボランティアの組織である。

　　奉仕団には、一定の地域ごとに組織された「地域赤十字奉仕団」、１８歳～３０歳代の

社会人や学生によって組織された「青年赤十字奉仕団」、災害救援・点訳など特殊な

技能を持った人達で組織された「特殊赤十字奉仕団」がある。

　　富山県支部においては、地域奉仕団が県内１５市町村で５３団のほか、青年奉仕団 １ 団

と、特殊奉仕団（点訳、災害救援、病院、芸能、ともしび、無線、青少年赤十字賛助）

７ 団が結成されており、約３，３００人の団員が幅広いボランティア活動を行った。

　⑴　赤十字奉仕団結成状況

　　ア　地域奉仕団

№ 奉仕団名 市町村 結成年月日 委員長氏名 分団 班 男性 女性 合計
１ 柳 町 赤 十 字 奉 仕 団

富山市

Ｓ４７．８ ．２９ 休 団 － － － － ０
２ 蜷 川 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ４７．１１．２ 杉山　由美 １０ ０ １ ９９ １００
３ 清 水 町 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５０．６ ．２４ 田村　義秋 ０ ０ １０ ３６ ４６
４ 愛 五 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５３．３ ．７ 平岡　香代 ０ ２ ０ ２６ ２６
５ 白 菊 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５３．４ ．２２ 中村ひとみ ０ ０ ０ ３５ ３５
６ 四 方 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５４．２ ．１５ 任海　哲朗 ０ ０ ５ ９３ ９８
７ 新 庄 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５５．５ ．３０ 黒畑　喜昭 ０ ０ ２０ ４８ ６８
８ 安 野 屋 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ６１．５ ．１ 長谷　芳子 ０ ０ ０ １７ １７
９ 山 室 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ６２．６ ．２０ 大野　幸恵 ０ ０ ４ ９０ ９４
１０ 堀 川 南 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ ４ ．６ ．２９ 休 団 － － － － ０
１１ 新 庄 北 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ２６．４ ．２ 土肥　靖子 ０ ８ １２ ５８ ７０
１２ 大 沢 野 赤 十 字 奉 仕 団 富山市大沢野 Ｓ５２．４ ．１０ 堀井　禮子 ０ ０ ０ １９ １９
１３ 大 山 赤 十 字 奉 仕 団 富山市大山 Ｓ５７．１２．９ 市川千賀子 ０ ０ ０ ４０ ４０
１４ 八 尾 町 赤 十 字 奉 仕 団 富山市八尾 Ｓ５３．４ ．２１ 岡﨑　智子 ９ ０ ０ １４５ １４５
１５ 婦 中 赤 十 字 奉 仕 団 富山市婦中 Ｓ５４．９ ．２６ 竹内　久子 ８ ０ ０ ５１ ５１
１６ 細 入 赤 十 字 奉 仕 団 富山市細入 Ｓ５８．３ ．３０ 田口　悦子 ０ ０ ０ ２８ ２８
１７ 山 田 赤 十 字 奉 仕 団 富山市山田 Ｓ５７．８ ．６ 今井　節子 ０ ０ ０ ２４ ２４
１８ 高岡南部丸美赤十字奉仕団

高岡市

Ｓ４２．７ ．１０ 金田　桜子 ４ ０ ６ ６０ ６６
１９ 吉 久 睦 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ４９．７ ．８ 野村　絹子 ０ ０ ０ １８ １８
２０ 伏 木 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５１．９ ．２８ 石須　大雄 ６ ０ ２９ ９１ １２０
２１ 中 田 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５２．９ ．２ 高桑　恭子 ０ ０ １ ３８ ３９
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№ 奉仕団名 市町村 結成年月日 委員長氏名 分団 班 男性 女性 合計
２２ 高 岡 中 央 赤 十 字 奉 仕 団

高岡市

Ｓ５３．１０．２０ 田辺　惠子 ０ ０ １ ９５ ９６
２３ 福 岡 町 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５８．７ ．３ 吉國　姃子 ０ ０ ２ ４０ ４２
２４ 立 野 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ ７ ．２ ．７ 鎌倉　愛子 ０ ０ ０ ２９ ２９
２５ 魚 津 市 赤 十 字 奉 仕 団 魚津市 Ｓ５４．１２．７ 川西かず江 ２ ４ ０ ７６ ７６
２６ 朝 日 丘 赤 十 字 奉 仕 団

氷見市

Ｓ５２．８ ．９ 金森　辰美 ０ ０ ７ ４０ ４７
２７ 東 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５２．１１．５ 休 団 － － － － ０
２８ 十 二 町 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ１５．１０．５ 森越美智子 ０ ０ ０ ２１ ２１
２９ 窪 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ１６．１０．２ 森　　節子 ０ ０ ０ ２４ ２４
３０ 滑 川 市 赤 十 字 奉 仕 団 滑川市 Ｓ５７．５ ．１ 石原　雅雄 ０ ０ ２ ６７ ６９
３１ 宇 奈 月 赤 十 字 奉 仕 団

黒部市
Ｓ４７．３ ．１０ 清水　晴乃 ０ ０ ０ １０ １０

３２ 黒 部 市 石 田 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５７．７ ．２０ 出戸端淑子 ０ ０ ０ ３８ ３８
３３ 砺 波 市 赤 十 字 奉 仕 団

砺波市
Ｓ５７．３ ．２４ 山田　順子 ０ ７ ５ ２３６ ２４１

３４ 庄 川 町 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５８．１１．１３ 中村ひとみ ０ ０ ４８ １０４ １５２
３５ 小 矢 部 市 赤 十 字 奉 仕 団 小矢部市 Ｓ５９．２ ．１５ 中西　順子 ０ ０ ０ ５１ ５１
３６ 南 砺 市 福 野 赤 十 字 奉 仕 団

南砺市

Ｓ５２．１０．２６ 長井久美子 ０ ０ ０ ４２ ４２
３７ 南 砺 市 福 光 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５３．６ ．１４ 南　　好美 ０ ０ ０ ４９ ４９
３８ 南 砺 市 井 波 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５５．６ ．６ 岩城美智恵 ０ ０ １１ ８３ ９４
３９ 南 砺 市 城 端 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ６０．２ ．２７ 大宅　京子 ０ ０ ４ ５０ ５４
４０ 南 砺 市 井 口 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ １ ．３ ．１２ 吉田　玲子 ０ ０ １ ３３ ３４
４１ 南 砺 市 平 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ １ ．１２．１７ 谷場美智子 ０ ０ ０ ２５ ２５
４２ 南 砺 市 上 平 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ ２ ．１０．１４ 北田　祥子 ０ ０ ３ ２２ ２５
４３ 南 砺 市 利 賀 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ ３ ．４ ．１８ 岩腰　悦子 ０ ０ ０ １９ １９
４４ 下 村 赤 十 字 奉 仕 団

射水市

Ｓ４６．１２．８ 竹苗　典子 ０ ０ ０ １３ １３
４５ 射 水 市 大 江 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５３．７ ．６ 岩脇　明美 ０ ０ ３ １０７ １１０
４６ 大 門 町 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５６．９ ．２４ 休 団 － － － － ０
４７ 射 水 市 大 島 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ５６．１２．２１ 小川　和子 ０ ０ ０ ５２ ５２
４８ 新 湊 中 央 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ ９ ．２ ．１９ 米島　敏子 ０ ６ １ ８０ ８１
４９ 入 善 町 赤 十 字 奉 仕 団 入善町 Ｓ５１．３ ．２７ 松倉　好美 １０ ０ ２ １２１ １２３
５０ 朝 日 町 赤 十 字 奉 仕 団 朝日町 Ｓ５１．４ ．１８ 井口　一美 １０ ０ １ １６１ １６２
５１ 舟 橋 村 赤 十 字 奉 仕 団 舟橋村 Ｓ５８．６ ．１０ 古川寿加子 ０ ０ ０ ４２ ４２
５２ 上 市 町 赤 十 字 奉 仕 団 上市町 Ｓ５６．１１．３０ 深川　紀子 ０ ０ ０ ３１ ３１
５３ 立 山 町 赤 十 字 奉 仕 団 立山町 Ｓ５７．５ ．１９ 釈永　静子 １２ ０ ３５ １９３ ２２８

合　　　　　　　　　　　　　　　計 ２１４ ２,９７０ ３,１８４
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№ 奉仕団名 結成年月日 委員長氏名 分団 班 男性 女性 合計
１ 富 山 県 青 年 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ６１．３ ．１５ 古澤　佳奈 ０ ０ ３ １３ １６

合　　　　　　　　　　　　　　　計 ３ １３ １６

№ 奉仕団名 結成年月日 委員長氏名 分団 班 男性 女性 合計
１ 富 山 赤 十 字 点 訳 奉 仕 団 Ｓ３５．６ ．１９ 植野　直美 ０ ０ １ １４ １５
２ 富山赤十字災害救援奉仕団 Ｓ５０．１２．２２ 休 団 － － － － －
３ 富 山 赤 十 字 病 院 奉 仕 団 Ｓ５３．７ ．１６ 岡本由美子 ０ ０ ０ ３ ３
４ 富 山 赤 十 字 芸 能 奉 仕 団 Ｓ５５．８ ．５ 飯野エミ子 ０ ０ ０ １１ １１
５ と も し び 赤 十 字 奉 仕 団 Ｓ６０．３ ．３０ 氷見　治代 ０ ０ ０ ５１ ５１
６ 富 山 県 無 線 赤 十 字 奉 仕 団 Ｈ１３．１０．１５ 山口　康司 ０ ０ ２３ １０ ３３
７ 富山県青少年赤十字賛助奉仕団 Ｈ１４．１ ．１６ 小林　福治 ０ ０ ２１ ６ ２７

合　　　　　　　　　　　　　　　計 ４５ ９５ １４０

　　イ　青年奉仕団

　　ウ　特殊奉仕団

　⑵　赤十字奉仕団富山県支部委員会常任委員会役員（令和 ３年 ４月～令和 ５年 ３月）

名誉委員長 山下　和夫 （伏木赤十字奉仕団名誉委員長）

委 員 長 岡﨑　智子（地域奉仕団・富山地区選出）（八尾町赤十字奉仕団委員長）

副 委 員 長 吉國　姃子（地域奉仕団・高岡地区選出）（福岡町赤十字奉仕団委員長）

〃 深川　紀子（地域奉仕団・新川地区選出）（上市町赤十字奉仕団委員長）

〃 山田　順子（地域奉仕団・砺波地区選出）（砺波市赤十字奉仕団委員長）

〃 山口　康司（特殊奉仕団選出） （富山県無線赤十字奉仕団委員長）

常 任 委 員 中村ひとみ（地域奉仕団・富山地区選出）（白菊赤十字奉仕団委員長）

〃 竹苗　典子（地域奉仕団・高岡地区選出）（下村赤十字奉仕団委員長）

〃 松倉　好美（地域奉仕団・新川地区選出）（入善町赤十字奉仕団委員長）

〃 中西　順子（地域奉仕団・砺波地区選出）（小矢部市赤十字奉仕団委員長）
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実施日 事　業　名 摘　　　要
３ 月～ ６ 月 各赤十字奉仕団総会 県内各地 支部職員１３団に出席
４ ／１９ 赤十字奉仕団富山県支部委員会 呉羽ハイツ ４８名出席

４ ／２３ 上市町赤十字奉仕団４０周年記念式典 つるぎふれあい館
岡﨑委員長、大坪事務局長、塚本係長出席

５ 月～ 赤十字運動月間キャンペーン PR 活動
（ ６ 月以降）赤十字広報 PR 活動

３７／４９奉仕団
　ショッピングセンターや地域行事等で実施
　広報紙・ポケットティッシュ１１，６４０部配布

５ 月～ 在宅ひとりくらし高齢者訪問活動
４９／４９奉仕団
　各地区で実施（手紙用紙５，０１２枚印刷）
　ティッシュペーパー　高齢者７，９３７名を訪問

５ ／１５ 赤十字奉仕団研修部会・常任委員会 日赤県支部 １５名出席
５ ／１９ 全国赤十字大会 明治神宮会館 奉仕団員 ２ 名参会

５ ／１９ 滑川市赤十字奉仕団４０周年記念式典 滑川市民交流プラザ
 大坪事務局長、塚本係長出席

５ ／２２ 赤十字奉仕団研修会
（富山地区、特殊対象） 日赤県支部 ４５名出席

５ ／２３ 富山県水防協議会 富山県庁 岡﨑委員長出席
５ ／２５ 赤十字奉仕団研修会（新川地区） 魚津もくもくホール ３０名出席
５ ／３０～３１ 赤十字奉仕団中央委員会 日赤本社 岡﨑委員長出席

６ ／ １ ～ ２ 赤十字月間社資 DM 発送作業奉仕 日赤県支部
 白菊奉、新庄北奉　延べ３３名協力

６ ／ ２ 赤十字奉仕団研修会（砺波地区） 四季防災館 ２９名出席
６ ／ ８ 赤十字奉仕団研修会（高岡地区） 里山交流センター ２７名出席
６ ／１０ 支部施設合同災害救護訓練 富山赤十字病院 （職員のみで実施）

６ ／１１ 日本赤十字社富山県支部評議員会
ANA クラウンプラザホテル
 岡﨑委員長、土肥委員、中村委員、
 田辺委員、竹苗委員出席　　　　　

６ ／２１～２２ 日本赤十字社第 ３ ブロック青少年赤十字
賛助奉仕団協議会

静岡県
 小林福治委員、小林文雄団員出席

６ ／２５～２６ 日本赤十字社第 ３ ブロック青年赤十字奉
仕団代表者及び担当者会議 日赤長野県支部 藤田団員、塚本係長出席

７ ／ ６ 赤十字奉仕団担当者研修会 日赤県支部（WEB 会議） 塚本係長出席
７ ／１４ 全国青少年赤十字賛助奉仕団総会 日赤本社 欠席
７ ／２４ 黒部市石田赤十字奉仕団４０周年記念式典 パレス扇寿 大坪事務局長、塚本係長出席
７ ／２６ 献血運動推進富山県大会（表彰式） 富山県庁 出席者を限定して開催
８ ／ ２ 赤十字奉仕団常任委員会 日赤県支部 ９ 名出席
８ ／ ３ 、４ 、
８ 青少年赤十字トレーニングセンター 砺波青少年の家、高志の国文学館

 青少年赤十字賛助奉　延べ１２名協力
９ ／ ８ 赤十字奉仕団研修旅行 上高地 １８団３５名参加

９ ／１３ 日本赤十字社第 ３ ブロック赤十字奉仕団
委員長及び担当者会議

日赤県支部（WEB会議）（静岡県支部当番）
 岡﨑委員長、塚本係長出席

１０／ １ 「災害に備えておうちの中の安全対策の
ススメ」（漫画）配布

２０／５４奉仕団
　各奉仕団で活用　９９７部印刷

　⑶　主な奉仕団関係行事
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実施日 事　業　名 摘　　　要

１０／ ６ 第３４回富山県民ボランティア・NPO 大
会

サンシップとやま
　富山県知事表彰（ボランティア部門功労）
　南砺市平奉受章
　ボランティア活動推進富山県民会議会長

表彰
　北田委員、野村委員、十二町奉、窪奉受章

１０／１６ 富山県総合防災訓練 小矢部市他 小矢部市奉、無線奉参加
１０／１９ 赤十字奉仕団常任委員会 日赤県支部 ９ 名出席
１１／ ９ 赤十字奉仕団委員長会議 呉羽ハイツ ４２名出席
１１／１５ 富山県赤十字有功会４０周年記念大会 ANA クラウンプラザホテル
１１／２９ 赤十字奉仕団研修部会役員会 日赤県支部 ３ 名出席

１２／ １ ～２５ NHK 海外たすけあい ３２／５４団協力
　県内実績　５９３件　４，１５１，８１５円

１２／ ７ 赤十字奉仕団とやま３８号編集委員会 日赤県支部 ６ 名出席

１ ／２８～３０ 赤十字奉仕団支部指導講師養成研修会 日赤本社
 青少年赤十字賛助奉・小林委員参加

１ ／２８～３０ 赤十字ボランティア・リーダー研修会 日赤本社 蜷川奉・杉山委員参加
２ ／ ３ 富山県献血推進協議会 富山県民会館 岡﨑委員長出席

２ ／ ６ 日本赤十字社富山県支部評議員会
ANA クラウンプラザホテル
　岡﨑委員長、土肥委員、中村委員、田辺

委員出席
３ ／ １ 赤十字奉仕団常任委員会 日赤県支部 １０名出席
３ ／ １ 赤十字奉仕団とやま３８号編集委員会 日赤県支部 ６ 名出席
３ ／１６ 「ボランティア、ご安全に！」配布 冊子、概要版を各奉仕団で活用

－活動推進奉仕団指定（支部指定）－

　◇滑川市赤十字奉仕団

　　テーマ　　広報活動

　　タイトル　「滑川市赤十字奉仕団の活動を知ってもらおう」

－奉仕団とやま３８号（令和 ４ 年度号）編集委員－

　深川（上市町）、山田（砺波市）、山口（無線）、中村（白菊）、竹苗（下村）、

　平岡（愛五）、釈永（立山町）、大野（山室）

－令和 ４ 年度献血実績－

令和 ４年度目標 令和 ４年度実績
　７８０人 （２００mL）  １，０７７人
２４,６２０人 （４００mL） ２５，０３５人
１２,０９０人 （成分） １０，１１９人
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　⑷　奉仕団活動内容

　　ア　地域奉仕団

　　　⃝青少年赤十字との連携活動　　⃝街頭献血の呼びかけ

　　　⃝施設訪問（除草・花苗植え）　 ⃝炊き出し訓練

　　　⃝赤十字社資募集

　　　⃝国内外災害等の義・救援金の募集

　　　⃝救護（イベント等）　

　　　⃝救急法・健康生活支援講習等安全講習の受講

　　　⃝在宅ひとりくらし高齢者訪問

　　　⃝交通安全指導

　　　⃝交通安全マスコット人形作り

　　　⃝病院案内等ボランティア

　　　⃝ＮＨＫ海外たすけあい募集

　　イ　青年奉仕団

　　　⃝街頭献血の呼びかけ　　⃝社会福祉施設訪問　　⃝子ども食堂の運営補助

　　ウ　特殊奉仕団

　　　◎　富山赤十字点訳奉仕団

　　　　⃝　視覚障害者の福祉に理解と熱意を

有する団員が、わずかな余暇をさい

て １ 冊でも多くの本を点訳しようと

努力している。

　　　　⃝　令和 ４ 年度はパソコンによる点訳

図書データ２１タイトルと「さわる絵

本」 ２ タイトルを作成、富山視覚支援総合学校へ贈呈した。

　　　　⃝　日赤県支部において点訳個人指導および点字校正を実施した。

　　　◎　富山赤十字芸能奉仕団

　　　　　踊り、腹話術、大正琴などの芸能をもって県内の社会福祉施設を訪問した。

　　　◎　富山赤十字病院奉仕団

　　　　　週 ２ 回病院の １ 室において、ガーゼたたみ、綿球作り、手術材料作り等の奉

仕作業を行った。
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　　　◎　ともしび赤十字奉仕団

　　　　　富山赤十字病院受付にて総合案内や来院者の検温、新型コロナウイルスワク

チン接種補助、イベント等への臨時救護奉仕、研修等を積極的に行った。

　　　◎　富山県無線赤十字奉仕団

　　　　　富山県総合防災訓練をはじめとし、災害に備え他県のアマチュア無線家と通

信訓練を行うため研修を行った。

　　　◎　富山県赤十字青少年赤十字賛助奉仕団

　　　　　県内小・中・高校等を訪問し、青少年赤十字の加盟普及・活動促進を行った。

　⑸　赤十字奉仕団活動に基づく表彰

　　●銀色有功章（継続１５年）

　　【奉仕団委員長】

　　　野村　絹子（吉久睦赤十字奉仕団）

　　　森越美智子（十二町赤十字奉仕団）

　　●金枠感謝状（継続１０年）

　　【奉仕団委員長】

　　　吉國　姃子（福岡町赤十字奉仕団）

　　●銀枠感謝状（継続 ５ 年）

　　【奉仕団委員長】

　　　岩脇　明美（射水市大江赤十字奉仕団）

　　　任海　哲朗（四方赤十字奉仕団）
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５ 　青少年赤十字（JuniorRedCross）
　　青少年赤十字（JRC）は、将来を担う青少年が赤十字を正しく理解するとともに、

進んで赤十字運動に参加し、一人ひとりが世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう

に、青少年自身が日常生活の中で、望ましい人格と精神を自ら形成することを目的と

して、学校に組織され活動している。

　　この目的を達成するため、次の三つの実践目標と態度目標のもと、人間性豊かな児

童生徒を育てる教育活動の一つとして取り組んでいる。

　実践目標

　　①　健康・安全

　　　　命と健康の大切さを学び、人間尊重の精神を養うことを目指す。

　　②　奉仕

　　　　人間として、集団生活（社会）の中の一人としての社会的な責任を自覚し、人

のために奉仕する心と実行力を養う。

　　③　国際理解・親善

　　　　広く世界の青少年を知り、仲良く助け合う精神を養う。

　態度目標　「気づき、考え、実行する」

　　　自らの生活または社会の問題やニーズに「気づき」、その原因と解決のための道

筋や方法を「考え」、問題解決のために具体的な活動を「実行する」ことの大切さ

を意識づけることを目指している。

　　　本年度は２４９校の加盟校、５２，６８８人のメンバーを有し、先生方の指導のもとに一

層の充実発展に努めた。
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　⑴　青少年赤十字加盟状況

　市町村別加盟校数

校　　種 校　数 メンバー数 備　　　　　　　　　考
幼稚園・保育園 １３ １，３７８

令和 ４ 年度新規加盟校（再加盟を含む）
　黒部市立荻生小学校
　富山市立太田小学校
　富山市立奥田小学校
　小矢部市立東部小学校
　南砺市立福光中学校
　南砺市立吉江中学校
　荒井学園新川高等学校

小 学 校 １３９ ２５，４６１
中 学 校 ７４ ２３，１５３
義 務 教 育 学 校 ３ ４２４
高 等 学 校 １５ ２，０６４
特 別 支 援 学 校 ５ ２０８

計 ２４９ ５２，６８８

市町村 小学校 中学校 義務教育
学　　校 高等学校 幼稚園

保育園
特別支援
学　　校 計

富 山 市 ５９ ２６ ４ ３ ３ ９５

高 岡 市 ２３ １１ １ ６ ９ １ ５１

魚 津 市 ２ １ ３

氷 見 市 ９ ４ １ １ １５

滑 川 市 ３ ２ ５

黒 部 市 ４ ２ ６

砺 波 市 ５ ４ １ １０

小 矢 部 市 ２ ４ ６

南 砺 市 １ ７ １ １ １０

射 水 市 １５ ６ １ ２２

入 善 町 ３ ２ １ ６

朝 日 町 ２ １ ３

舟 橋 村 １ １ ２

上 市 町 ６ １ １ ８

立 山 町 ６ １ ７

合　　計 １３９ ７４ ３ １５ １３ ５ ２４９
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加盟校名簿 令和 ５ 年 ３ 月３１日現在
小学校 中学校 義務教育学校

市町村 学校名 市町村 学校名 市町村 学校名 市町村 学校名
高 岡 市 国　　 吉
氷 見 市 西の杜学園
南 砺 市 南砺つばき学舎

高等学校
市町村 学校名

入 善 町 入　　 善
魚 津 市 新　　 川
上 市 町 上　　 市
富 山 市 富 山 北 部

富山いずみ
富 山 中 部
雄　　 峰

高 岡 市 高 岡 工 芸
伏　　 木
福　　 岡
高 岡 第 一
高 岡 向 陵
高 岡 龍 谷

氷 見 市 氷　　 見
南 砺 市 南 砺 福 野
特別支援学校

市町村 学校名
富 山 市 富山視覚総合支援

富山総合支援
高 志 支 援

高 岡 市 こまどり支援
砺 波 市 となみ東支援
幼稚園・保育園

富 山 市 ピ ノ キ オ
富山カワイ
さ み ど り

射 水 市 大門わかば
高 岡 市 国 吉 光 徳

野　　 村
和　　 田
い ず み
か た か ご
第　　 一
第　　 二
第　　 三
第　　 五

朝 日 町 朝　　 日
入 善 町 入　　 善

入 善 西
黒 部 市 清　　 明

明　　 峰
魚 津 市 西　　 部

東　　 部
滑 川 市 滑　　 川

早　　 月
上 市 町 上　　 市
立 山 町 雄　　 山
舟 橋 村 舟　　 橋
富 山 市 芝　　 園

堀　　 川
東　　 部
西　　 部
南　　 部
北　　 部
新　　 庄
岩　　 瀬
山　　 室
奥　　 田
大　　 泉
和　　 合
月　　 岡
呉　　 羽
水　　 橋
三　　 成
興　　 南
藤 ノ 木
大 沢 野
上　　 滝
速　　 星
城　　 山
山　　 田
八　　 尾
楡　　 原
富 大 附 属

射 水 市 新　　 湊
新 湊 南 部
射　　 北
小　　 杉
小 杉 南
大　　 門

高 岡 市 高　　 陵
高 岡 西 部
南　　 星
志 貴 野
芳　　 野
伏　　 木
五　　 位
戸　　 出
中　　 田
牧　　 野
福　　 岡

氷 見 市 南　　 部
北　　 部
十　　 三
西　　 條

小矢部市 石　　 動
大　　 谷
津　　 沢
蟹　　 谷

砺 波 市 出　　 町
庄　　 西
般　　 若
庄　　 川

南 砺 市 井　　 波
城　　 端
利　　 賀

平
福　　 野
福　　 光
吉　　 江

富 山 市 奥　　 田
奥 田 北
東　　 部
光　　 陽

射 水 市 放 生 津
新　　 湊
作　　 道
片　　 口
堀　　 岡
東　　 明
塚　　 原
小　　 杉
金　　 山
歌 の 森
太 閤 山
中 太 閤 山
大　　 門
下　　 村
大　　 島

高 岡 市 五　　 位
福　　 岡
横　　 田
博　　 労
西　　 条
千 鳥 丘
木　　 津
成　　 美
川　　 原
万　　 葉
能　　 町
高　　 陵
下　　 関
二　　 塚
野　　 村
伏　　 木
古　　 府
牧　　 野
太　　 田
南　　 条
戸 出 東 部
戸 出 西 部
中　　 田

氷 見 市 朝 日 丘
比 美 乃 江
宮　　 田

窪
湖　　 南
十 二 町
上　　 庄
海　　 峰
灘　　 浦

小矢部市 大　　 谷
東　　 部

砺 波 市 出　　 町
庄　　 南
砺 波 北 部
砺 波 南 部
鷹　　 栖

南 砺 市 上　　 平

朝 日 町 さ み さ と
あ さ ひ 野

入 善 町 黒　　 東
飯　　 野
上　　 青

黒 部 市 石　　 田
村　　 椿
荻　　 生
若　　 栗

滑 川 市 東　　 部
北 加 積
東 加 積

上 市 町 相 ノ 木
上 市 中 央
南 加 積
宮　　 川
白 萩 西 部
陽　　 南

立 山 町 立 山 中 央
立 山 北 部
高　　 野
利　　 田
釜 ヶ 渕
立　　 山

舟 橋 村 舟　　 橋
富 山 市 岩　　 瀬

針　　 原
浜 黒 崎
大 広 田
豊　　 田
萩　　 浦
四　　 方
八　　 幡
草　　 島
倉　　 垣
新　　 庄
藤 ノ 木
広　　 田
水 橋 中 部
水 橋 東 部
三　　 成
新 庄 北
堀　　 川
堀 川 南
山　　 室
山 室 中 部
蜷　　 川
太　　 田
熊　　 野
月　　 岡
新　　 保
大 沢 野
大 久 保
上　　 滝
大　　 庄
福　　 沢
小　　 見
神 通 碧
鵜　　 坂
朝　　 日
宮　　 野
古　　 里
音　　 川
山　　 田
八　　 尾
杉　　 原
保　　 内
樫　　 尾
桜　　 谷
五　　 福
神　　 明
呉　　 羽
長　　 岡
寒　　 江
老　　 田
古　　 沢
芝　　 園
西 田 地 方
中　　 央
柳　　 町
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　⑵　富山県青少年赤十字指導者協議会役員

　　　会　　長　鳥内　禎久（高岡市立野村小学校校長）

　　　副 会 長　小竹　信成（射水市立射北中学校校長）

　　　　 〃 　　三津島　淳（県立氷見高等学校校長）

　⑶　講習会等の開催

　　ア　指導者のために行ったもの

　　　　メンバーの活動が自主的、かつ、活発に行われるためには、指導者の赤十字に

対する深い理解と認識にもとづく適切な指導が必要である。

　　　　そこで支部では、青少年赤十字に関する研究会や講習会への参加をすすめ、指

導者の育成に努めている。

　　　 １ ）本社主催

月　日 行事名 開催地 備　　考
６ ／２９ 青少年赤十字全国指導者協議会 Web 開催 会長　鳥内　禎久

　　　 ２ ）ブロック主催

　　　　　・第 ３ ブロック指導者協議会

　　　　　　 ６ 月１７日、愛知県主催により Web 形式で開催し、小竹副会長、支部職員

が参加し、情報交換並びに青少年赤十字活動普及方策について協議した。

　　　 ３ ）支部主催

　　　　　・富山県青少年赤十字指導者協議会理事会・総会

　　　　　　 ５ 月２５日、富山県支部を会場に開催し、活動実践校の指定やトレセンの開

催などすべての議案は承認された。（出席理事等２２人、ほか委任状）

　　　　　・青少年赤十字活動研究会

　　　　　　 １ 月１９日、参集と Web のハイブリッド形式で行い、県下小、中、高等学

校から５１名の指導者が参加し、学校教育における青少年赤十字の普及につい

て研究した。

　　　　　　講　　演　　「オンラインを活用した青少年赤十字の

 国際交流事業等について」

　　　　　　講　　師　　藤井　理緒（日本赤十字社　パートナーシップ推進部

 　青少年ボランティア課　主事）
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　　　　　　実践発表　　「学校教育と JRC ～思いやりの持続可能性

 （気づき・考え・実行する）～」

　　　　　　発 表 校　　入善町立黒東小学校　　小矢部市立大谷小学校

　　　　　　　　　　　　舟橋村立舟橋中学校　　南砺市立福光中学校

　　イ　メンバーのために行ったもの

　　　 １ ）本社主催

　　　　　・青少年赤十字創設１００周年記念国際交流事業

　　　　　　１０月 ２ 日、１１月 ５ 日、 ６ 日に２４か国及び２９支部から、青少年赤十字メンバ

ー４５８名が参加し、オンラインで開催された。

　　　　　　富山県からは、１０月 ２ 日に行われた交流会に高岡向陵高等学校のメンバー

４ 名が参加した。

　　　　　・青少年赤十字スタディー・プログラム

　　　　　　従来は高校生対象のスタディー・センターとしてＪＲＣ活動のリーダーを

養成するため、 ５ 日間の日程で山中湖畔を会場に開催していたが、令和 ４ 年

度は第 １ 部がオンライン、第 ２ 部が本社参集による実施となった。

　　　　　　富山県支部からは、新川高校メンバー １ 人、指導者 １ 人が参加した。（高

岡向陵高校メンバー ３ 人は第 １ 部のみ参加）

　　　 ２ ）支部主催

　　　　　・リーダーシップ・トレーニング・センター

　　　　　　例年、県内の青少年赤十字加盟校より、小 ･ 中 ･ 高等学校別に参加者を募

り、青少年赤十字のリーダー養成を目的として実施している。令和 ４ 年度

は、小・中・高別々に宿泊はせずに日帰りの日程で開催した。

校　種 会　場 参加人数 月　日 備　考
小学校

砺波青少年自然の家
１５人 ８ ／ ４ 日帰り

中学校 １０人 ８ ／ ３ 日帰り

高等学校 高志の国文学館 １０人 ８ ／ ８ 日帰り

　⑷　青少年赤十字活動実践校

　　　青少年赤十字加盟校における活動の活性化を図ることを目的として、年間１０校程

度を指定し、各校のボランティア活動等既存の取組みも含め JRC の実践・態度目

標に沿った活動を促進し、これを広く紹介することで青少年赤十字が学校教育に取

り入れやすくなるよう努めている。
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　　令和 ４ 年度指定校

　　　・舟橋村立舟橋中学校　・富山市立水橋中学校　・高岡市立伏木中学校

　　　・南砺市立福光中学校　・入善町立黒東小学校　・富山市立音川小学校

　　　・高岡市立横田小学校　・小矢部市立大谷小学校

　　　・認定こども園　かたかご幼稚園・保育園

　　実践報告集の発行　令和 ５ 年 ３ 月

　⑸　富山県青少年赤十字賛助奉仕団

　　　次のとおり青少年赤十字の育成・支援に協力した。

月　日 行　事　名 場　所 備　考

６ ／２１～２２ 第 ３ ブロック青少年赤十字賛助奉仕団連絡
協議会 静岡県 委員長

副委員長

８ ／ ３ 、８ ／ ４ 、
８ ／ ８ 青少年赤十字トレーニング・センター協力 砺波青少年自然の家

高志の国文学館 団員

１ ／１９ 青少年赤十字活動研究会協力 日赤富山県支部 団員

年間通して 加盟勧誘・講演等 県内各学校 団員

　⑹　青少年赤十字指導講師

　　　平成１３年に青少年赤十字活動の普及を目的に「富山県青少年赤十字指導講師設置

要綱」を定め、以来上野紀一氏（元富山県青少年赤十字指導者協議会長）を指導講

師に委嘱し、今年度も新規加盟勧誘や活動助言に努めた。

　　〇訪問学校数　３６校

　⑺　青少年赤十字防災教育事業

　　　青少年赤十字では、実践目標の一つである「健康・安全」のもと、防災教育を通

して、自然災害から青少年が自らの健康と安全を守り、また、学校、地域、家庭で

の防災意識を高めることにより、一人ひとりが人間のいのちと健康、尊厳を守るこ

とにつながるよう、プログラム及び教材の開発、研究を進めている。

　　　日本赤十字社は、小・中・高校生を対象とした防災教育プログラム「まもるいの

ち　ひろめるぼうさい」及び幼稚園 ･ 保育園向けの「ぼうさいまちがいさがし　き

けんはっけん！」を作成し、加盟校への配付や研修会での活用を行っている。
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６ 　社会福祉活動
　⑴　在宅ひとりくらし高齢者への訪問活動

　　　地域奉仕団が中心となり、活動を行う地域

に居住する在宅ひとりくらし高齢者宅を訪問

している。この活動は、昭和５２年から富山県

の赤十字奉仕団が独自で行う社会福祉活動と

して４６年間継続して実施している。

　　　なお、平成２８年度からは、春のみ年 １ 回の実施とした。

　　　また、高齢者と奉仕団員の双方が新型コロナウイルスによる感染を防ぐため、活

動時には①必ずマスクを着用する②長時間の滞在はなるべく避ける③少しでも体調

が優れない奉仕団員は、活動への参加を見合わせるの ３ 点に注意するとともに、地

域の感染状況を十分に注視しつつ慎重に実施した。

在宅ひとりくらし高齢者訪問活動実績

年度 対象人数［春］
（人）

対象人数［冬］
（人）

経費［春・冬合算］
（円） 持参品［春］ 持参品［冬］ 対象となるひとり

暮 ら し 高 齢 者
Ｓ５２ ６００～７００

（詳細不明）
不明 花鉢 全員

Ｓ５３ 不明 花鉢 足袋カバー ７０歳以上
～

Ｈ ４ ４，２６０ ４，３６５ ４，７９０，３２０ 花鉢 靴下 ７１歳以上
Ｈ ５ ４，１７２ ４，２７９ ４，４９８，４８３ 〃 〃 ７２歳以上
Ｈ ６ ４，２６２ ４，３００ ４，７４２，４２６ 〃 〃 ７３歳以上
Ｈ ７ ４，２１５ ４，２６１ ５，９８９，４５１ 〃 〃 ７４歳以上
Ｈ ８ ４，２２５ ４，３３５ ４，３９５，８５２ 〃 〃 ７５歳以上

～
Ｈ２６ ９，８９８ ９，９７１ ６，９２２，４９４ ティッシュ ５ 箱 靴下 ７５歳以上
Ｈ２７ ７，６４０ ７，１４８ ５，０７１，５５５ 〃 〃 ８０歳以上

～
Ｒ ３ ７，７４０ ２，１１０，６９４ ティッシュ ５ 箱 ８０歳以上
Ｒ ４ ７，９３７ ２，１３６，９９１ 〃 〃

　⑵　身体障害者への援護

　　　身体障害者を激励し、自立の意欲を高めるため、富山県点字競技大会に助成を行

った。
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令和 ４年度　富山県支部参加国際活動事業一覧

事業名 事業内容 事業期間 日赤第三ブロックの
支出総額

富山県支部の
支出総額

レバノン
中東人道危機
救援事業

平成２３年にシリアで発生した国
内紛争が拡大し、隣国レバノン
へ流出した難民は劣悪な環境で
避難生活を続けている。レバノ
ンにおけるシリア難民の水衛生
環境の改善を目的とし、水衛生
委員会の組織や研修等、水衛生
管理を強化する。

単年度支援
（平成２８年度か
らの事業）

８，０００，０００円
（令和 ４ 年度）

５２０，０００円
（令和 ４ 年度）

アジア・大洋
州　給水・衛
生災害対応キ
ット整備事業

洪水やサイクロンが多発してい
る地域に、災害時迅速に給水・
衛生活動が展開できるように

「給水・衛生キット」を備蓄す
る。また、現地赤十字社のスタ
ッフやボランティアを対象とし
て機材のフォローアップ及び研
修を継続的に支援している。

単年度支援
（平成２２年度か
らの事業）

６，０００，０００円
（令和 ４ 年度）

３９０，０００円
（令和 ４ 年度）

東アフリカ地
域　地域保健
強化事業

自然災害や紛争、テロの頻発、
さらに保健指標の低さや貧困率
の高さ等、さまざまな課題を抱
えた東アフリカ地域住民の保
健、水・衛生、防災に関する知
識を向上させる。また、防災や
保健に関するアニメ映画の上映
や現地ラジオ放送を通して啓発
活動を実施する。

単年度支援
（平成３０年度か
らの事業）

６，０００，０００円
（令和 ４ 年度）

３９０，０００円
（令和 ４ 年度）

７ 　救護看護師の養成
　日本赤十字豊田看護大学

　　平成１６年愛知県豊田市に開学した日本赤十字豊田看護大学への支部長推薦入学等に

よる本県からの在学者 ４ 名に奨学金の助成を行った。

８ 　国　際　活　動
　　世界各地で、洪水・地震など大きな災害の発生や紛争・内乱などによる被災者・難

民が、また発展途上国の多くの国々では貧困・疾患などで苦しんでいる人々が援助を

求めている。赤十字は１９２の国に広がる世界的ネットワークを生かし、様々な支援活

動を行っている。

　　富山県支部では昭和６２年のネパール給水施設整備に始まり、その後の国際支援活動

に第 ３ ブロックの各県支部と共同で拠出金を支出している。第 ３ ブロックの送金総額

２，０００万円のうち、富山県支部は１３０万円を支出した。
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　⃝　NHK海外たすけあい救援金募集

　　　アジア、アフリカ等の開発途上国での保健衛生の向上、災害対策及び災害発生予

防対策、災害被災者及び難民を救援するため、１２月 １ 日から２５日まで“あなたのや

さしさを”をスローガンに、日本赤十字社、日本放送協会、NHK 厚生文化事業団

の共催で実施され、期間中全国の受付窓口にあたたかい寄付金が寄せられた。富山

県支部では、赤十字奉仕団員や青少年赤十字メンバーが、ショッピングセンター等

で積極的に募金呼びかけを行った。

　⃝　全　国（本社へ直接送金された救援金を含む）

　　　　　　　　　８３，８１６件　　７８７，０８８，７１１円

　⃝　富山県　　　　 ５９３件　　　４，１５１，８１５円
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９ 　医　療　事　業
　　富山赤十字病院は、地域における公的医療機関として地域医療の充実と医療水準の

向上に努めるとともに、災害時には、赤十字本来の業務として医師、看護師等からな

る救護班を災害現場へ派遣し被災者の救護にあたる重要な任務を担っている。

　　このため、常に医療技術の向上と、施設・設備の充実を図るとともに、救護看護師

の養成および救護訓練を実施するなど、赤十字病院としての特色を発揮しながら次の

基本理念をもって、医療機関としての使命遂行に努めている。

理　　念
人道・博愛の赤十字精神にもとづく良質で安全な医療の提供

１ 　患者さん中心の医療を提供します
２　より安全な医療の実践を目指します
３　地域医療に貢献する病院を目指します
４　災害救護ならびに医療社会奉仕に努めます
５　次代を担う医療従事者を育成します
６　働きがいのある病院運営に努めます
７　健全経営の維持に努めます

基　本　方　針
　病院の「理念」・「基本方針」にもとづき患者さんが安心して
医療を受けることができるよう、以下の権利を大切にします
１　個人の尊厳が守られる権利　　
２　プライバシーが保障される権利
３　適切な情報と説明を受ける権利
４　自ら医療行為を選択する権利　
５　適切で最善の医療を受ける権利
６　子どもたちが分かりやすく心のこもった医療を受ける権利

患者さんの権利

　⑴　富山赤十字病院

　　　概要

　　　■第二次救急指定病院　　■人間ドック・健診施設機能評価認定施設

　　　■ WHO・ユニセフ認定「赤ちゃんにやさしい病院（BFH）」

　　　■厚生労働省臨床研修指定病院　　　■富山県がん診療地域連携拠点病院

　　　■日本医療機能評価機構認定病院　　■地域医療支援病院

　　　■災害拠点病院（地域災害医療センター）　■救急告示病院

　　ア　開　　　設　　明治４０年 ５ 月 １ 日

　　イ　建物延面積　　３５，６８１．９４㎡

　　ウ　診 療 科 目　　２７科

　　　　総合内科、腎臓・リウマチ・感染症内科、糖尿病・内分泌・栄養内科、血液内

科、神経内科、肝臓内科、呼吸器・アレルギー内科、消化器内科、循環器内

科、高令心療科、小児科、外科、整形外科、脳神経外科、脳血管内治療科、呼

吸器外科、心臓血管外科、皮膚科、眼科、泌尿器科、産婦人科、耳鼻いんこう

科、リハビリテーション科、麻酔科、放射線科、歯科口腔外科、病理診断科
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高齢者への新型コロナワクチン接種会場

　　エ　病　床　数　　４０１床

　　オ　外来患者数　　２０４，５９８人（ １ 日平均８４２人）

　　カ　入院患者数　　１１２，８５５人（ １ 日平均３０９人）

　　キ　健 診 活 動　　ア　検診者数　　９，５９２人

　　　　　　　　　　　イ　人間ドック（ １ 泊 ２ 日）　　５９０人

　　ク　医療社会事業活動　　ア　健康教室　　１３４回、３９４人（糖尿病、安産、禁煙）

　　　　　　　　　　　イ　医療相談等　　１３，４２９件

　　　　　　　　　　　ウ　ボランティア活動　　３，２５９時間

　　ケ　臨時救護活動

　　　　１１月 ６ 日　富山マラソン（高岡市役所前～富岩運河環水公園） ５ 名

　　コ　新型コロナウイルス感染症に対する対応

　　　ア　感染症患者の受入れ

　　　　　昨年度に引き続き、一病棟を新型コロナウイルス感染症病棟（１９床、１１月１８

日からは２５床）として設置し、今年度は一日最大２５名、実人数で３２７名の陽性

患者を受入れた。

　　　イ　ワクチン接種等の実施

　　　　　昨年度に引き続き、院内にワクチン接種会場を設け、医療従事者、高齢者、

（未成年者、小児を含む）一般市民を対象としたワクチン接種（ ４ ・ ５ 回目）

を行ってきている。

　　　　　〈当院での接種延べ回数（令和 ３ 年 ３ 月～令和 ５ 年 ３ 月）：１３，６０２回〉

　　　　　また、富山市からの要請に応じワクチン接種会場へ医師・看護師を派遣して

いる。

　　　ウ　その他

　　　　　・本社の要請を受け、沖縄県の医療機関へ看護師 ２ 名を派遣した。

　　　　　　（ ６ 月 １ 日 ～ ６ 月１５日　 １ 名　　

８ 月 １ 日～ ８ 月１５日　 １ 名）

　　　　　・その他、発熱外来の開設や、富山

市の要請を受け行政 PCR 検査等

を実施している。
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　⑵　富山赤十字訪問看護ステーション

　　　地域医療・福祉の向上に努めるため、在宅療養される方へ２４時間体制で日常生活

の看護及び家族介護の支援を行っている。

　　　従事者（看護師・作業療法士）　　　１０名

　　　利用者数　　　　　　　　　　　　２２８名

　　　訪問延べ回数　　　　　　　　　７，０９２回

　⑶　愛宕・安野屋地域包括支援センター

　　　愛宕、安野屋地域を対象とし、介護予防の推進や総合相談業務、地域ケア体制の

推進などの業務に取組み、高齢者の方々がいつまでも住み慣れた地域で安心して生

活していけるよう支援している。

　　　相談実件数　　２，２７９件

　⑷　富山赤十字ケアプラン事業所

　　　介護サービスを受けるために必要な要介護申請代行や居宅サービス計画（ケアプ

ラン）の作成を行っている。

　　　相談実件数　　１，３１７件

　⑸　患者支援センター

　　　平成２９年１０月に患者支援センターを開設した｡

　　　外来通院中から入院準備、入院治療、退院準備、退院後の外来通院という一連の

流れを医師・看護師・社会福祉士・薬剤師・栄養士等他職種が連携しサポートして

いる。

　　　従来の地域医療連携室を深化させ、今後より地域のかかりつけ医や行政、介護サ

ービスとの連携を密にし、病院の理念である「人道博愛の赤十字精神に基づく良質

で安全な医療の提供」を実践できるよう努めている。
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１０　血　液　事　業
　　富山県赤十字血液センターは、昭和４０年 １ 月に開設以来、輸血用血液製剤を必要と

している方のため、多くの献血者から善意の血液を受け入れ、安全性確認の検査を経

て製造された輸血用血液製剤を毎日県内の医療機関に届けている。

　　広域事業運営体制（東海北陸ブロック血液センター）により、輸血用血液製剤の安

全性の向上と安定供給の確保に努めている。

　　また、新型コロナウイルス感染症の拡大を受け、検温と手指消毒など徹底した感染

対策を行い「新しい生活様式」に基づいた安心安全な献血会場の運営に努めるととも

に、密集や密接を避けるため事前予約の推進を図り、各種団体、行政機関との連携強

化や報道機関への協力要請するなど、献血者の確保に取り組むこととしている。

　⑴　令和 ４年度実績の概要

　　ア．献血実績

２００mL献血 ４００mL献血 血漿成分献血 血小板成分献血
移動献血 ７７５ ２１，４４４
献血ルーム ３０２ ３，５９１ ７，０３６ ３，０８３
合　計 １，０７７ ２５，０３５ ７，０３６ ３，０８３

２００mL献血 ４００mL献血 血漿成分献血 血小板成分献血
全血製剤
赤血球製剤 １，０４１ ５０，７８０
血漿製剤 １５ ９，３３４ １，９６４
血小板製剤 ６６，７５０
合　計 １，０５６ ６０，１１４ １，９６４ ６６，７５０

　　イ．供給実績

（単位：人）

（単位：２００ｍＬ献血を １ 本として換算）

　⑵　献血時の健康診断基準及び採血前検査等の変更

　　・健康診断基準（血圧・脈拍・体温）（令和 ２ 年 ９ 月 １ 日から）

　　　新たな基準では、最高血圧が、９０mmHg 以上１７９mmHg 以下、最低血圧は、５０

mmHg 以上１０９mmHg 以下。また、脈拍４０回／分以上１００回／分以下、体温３７. ４ ℃

以下の方からご協力をいただいている。

　　・全血採血における採血前検査（令和 ２ 年 ９ 月 １ 日から）

　　　採血副作用の低減を目的に、移動採血車では、全血採血における採血前の検査用

血液の採取方法が、肘周辺の静脈からではなく「指先から少量の血液を採取する方
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法」へ変更している。

　　・体重測定のお願い（令和 ５ 年 ５ 月 １ 日以降順次）

　　　献血会場では、献血にご協力いただく際、体重の

確認をさせていただき、申告または必要に応じて測

定をお願いしている。今般、献血にご協力いただく

全ての方に、体重測定をお願いすることとなった。

　　　体重は １ 日の中でも変動を繰り返しており、活動

内容によって左右されます。献血前に測定をさせていただき、測定値をもとに献血

種別の選択、適正な採取量を算出することでより安全に献血いただけますので、ご

理解とご協力をよろしくお願いしたい。

　⑶　マリエ献血ルームリニューアルオープン

　　　マリエ献血ルームは、令和 ４ 年１２月に富山駅前マリエとやま ６ 階の現在地にてリ

ニューアルオープンし、皆様の更なる献血へのご協力をお願いしている。
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１１　社会福祉事業
　　児童福祉施設

　　　富山県立乳児院は、昭和２７年から、社会的養護が必要な ０ 歳からおおむね ２ 歳ま

での乳幼児を預かり、２４時間３６５日通して養育する富山県内では唯一の施設である。

　　　養育目標を「安全で安心な環境と温かく安定した人間関係の中で子どもが育ち、

心身ともに健やかに成長する」と掲げ、衣類、寝具などの備品、食事、入浴、睡眠

などの暮らしの流れ・いとなみ、四季折々の行事など日常的な家庭環境を提供し、

子どもの健やかな成長を支援している。

令和 ４年度入所児童等状況

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ８ 月 ９ 月 １０月 １１月 １２月 １ 月 ２ 月 ３ 月 計
措置入所初日在籍人数 １１ １１ １７ １６ １２ １３ １１ １５ １６ １６ １９ １９ １７６
措置入所在籍延人数 ２８９ ３１１ ３７８ ３５１ ３３３ ３３８ ３１８ ３８７ ４７４ ４８９ ５２７ ５７３ ４，７６８
一時保護委託受入人数 ３ ３ ７ ６ ２ ２ １ ５ ６ ３ ４ ３ ４５
一時保護委託延人数 ５２ ７８ １１５ ４９ ３７ ３２ ３１ ８７ １１２ ６５ ９４ ９３ ８４５
ショートステイ受入人数 ２ ０ ０ １ ５ ２ ０ ２ ２ ０ ２ ０ １６
ショートステイ延人数 １２ ０ ０ ５ ２２ ７ ０ ４ ６ ０ １３ ０ ６９
病児・病後児保育児童数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
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１２　会員の増強と社資の確保
　　日本赤十字社の活動資金は、会員から納入していただく「会費」と広く個人や法人

あるいは団体から寄せられる「寄付金」から成り立っている。この「会費」と「寄付

金」を合わせて「社資」と呼んでいる。

　　日本赤十字社富山県支部では、毎年 ５ 月を赤十字運動月間として、広く県民の皆様

方に赤十字事業推進のため、会員加入を促進し、社資の増収に努めた。

　⑴　赤十字運動月間を中心としての赤十字思想の普及

　　ア　支部広報紙「赤十字富山」４３０，０００部を地区分区を通じ県下全世帯に配布した。

　　　　また、活動実績を中心とした「赤十字とやま」を年 ２ 回、市町村及び関係者に

配付し、赤十字思想の普及と会員加入を呼びかけた（２１地区分区中１６地区分区

で、自治会等の回覧に協力していただいている。）。

　　イ　本社からのポスター、リーフレット等を地区分区等関係機関に提供し、運動月

　間における会員の増強について協力を依頼した。

　　ウ　マスコミを通じての普及を図るため、テレビ局・ケーブルテレビ局及びラジオ

局に本社より配布のＣＭテープ、ブルーレイ等を配布し、県民への周知方協力を

依頼した。

　　エ　 ５ 月 ８ 日の世界赤十字デーを中心に、「レッドライトアッププロジェクト」を

実施した。

　　　県内での取り組み

　　　　○株式会社インテック（タワー１１１）

　　　　　 ５ 月 １ 日㈰～ ８ 日㈰　　日没後～２２：００まで　赤色照明

　⑵　会員の増強

　　ア　赤十字会員には、県民の皆さんがその趣旨に賛同され、会員に加入し、その能

力に応じて会費を拠出していただく会員制度本来の姿が望ましく、この趣旨によ

り、特別社員以上の会員の増強に努めた。

　　イ　個人篤志者等に支部広報紙「赤十字富山」を同封し、ダイレクトメールによっ

て会費への協力を依頼した。

　　ウ　法人会員の増強については、新規法人の開拓を進めるとともに、災害救護事業

等指定事業への協力をダイレクトメールにより依頼した。

　　エ　会員とのコミュニケーションを図り、感謝の気持ちを表すとともに引き続きの
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支援をお願いすることを目的として、寄付者に対し、お礼の電話をおかけした。

　　オ　会員に日本赤十字社会員誌「Cross-comBook」を送付し、会費の使途や活動報

告を行った。

　

　⑶　地区分区との協力体制の強化

　　　会員の増強・社資の確保により、支部事業を推進するため、地区分区とのより緊

密な協力体制の強化に努めた。

　　ア　地区分区委嘱職員研修会

　　　　令和 ５ 年 ２ 月１６日に開催。日本赤十字社富山県支部において、地区分区委嘱職

員に、令和 ５ 年度の支部事業、社資依頼額及び予算その他赤十字業務全般につい

ての研修を行った。

　⑷　企業とのパートナーシップ

　　　赤十字の活動に継続的にご協力いただく企業・団体の皆様とパートナーシップを

結び、共に社会に貢献する活動を行いながら、相互に発展できる関係の構築を推進

している。

　　　赤十字支援マークの使用

　　　　　企業の広告媒体や商品等に赤十字支援マークを使用することによる赤十字活

動への資金協力や赤十字寄付付き自動販売機の設置等、企業の CSR 活動を推

進した。

内　　　容 協力企業数
寄付機能付き自動販売機 ３ 社

ポイントによる寄付 ２ 社

売り上げの一部を寄付 １ 社

　⑸　遺贈寄付に関する協定締結

　　　令和 ３ 年１０月 ８ 日に株式会社北陸銀行と日本赤十字社富山県支部の間で、遺言を

活用した遺贈寄付に関して連携する協定を締結した。
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　⑹　社資功労感謝状伝達式

　　　社資募集に貢献された個人・法人のうち金色有功章以上の表彰となる方々を対象

に、県庁特別室において、社資功労感謝状伝達式を開催し、日本赤十字社富山県支

部副支部長（富山県厚生部長）から感謝状が伝達された。なお、上半期に銀色有功

章以上の表彰対象となる個人・法人には、令和 ４ 年１１月１５日に開催された富山県赤

十字有功会４０周年記念大会にて伝達された。

　　　令和 ５ 年 ３ 月２４日

　　　　社長感謝状　個人　 １ 名

　　　　金色有功章　個人　 ２ 名

　　　　　　〃　　　法人　 １ 社

　⑺　富山県赤十字有功会総会

　　　新型コロナウイルスによる感染症の拡大防止のため、一堂に会する会合を取り止

め、文書審議での実施とし、令和 ３ 年度事業報告、決算報告並びに令和 ４ 年度事業

計画案、予算案、役員改選等について審議いただいた。

　　　１７３名の方より書面議決書を受領し集計した結果、いずれの議案も原案どおり承

認された。

　　　なお、講演会・懇親パーティについては中止とした。

　⑻　全国赤十字大会

　　　全国赤十字大会が ５ 月１９日に、名誉総裁皇后陛下を始め各名誉副総裁（秋篠宮皇

嗣妃殿下、常陸宮妃殿下、寛仁親王妃信子殿下、高円宮妃殿下）ご臨席の下、明治

神宮会館（東京都）で開かれた。全国から会員ボランティア等関係者約５００名が出

席し、本県からも ７ 名が参加した。

　⑼　日赤紺綬・有功会会長協議会の総会

　　　全国４７都道府県の紺綬有功会、有功会会長をもって組織されている「日赤紺綬・

有功会会長協議会」の総会が、全国から１１４名の参加のもと、１０月 ６ 日～ ７ 日大阪

府において開催された。日赤本社から清家日赤社長、本県から梅田会長と保科総務

係長が出席し、赤十字の社業振興等について協議した。

　　　総会終了後、（公財）大阪観光局理事長・元観光庁長官の溝畑宏氏が「新たな観
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光の時代～コロナ禍を乗り越えて～」と題する講演を行った。

　⑽　富山県赤十字有功会４０周年記念大会

　　　１１月１５日富山県赤十字有功会４０周年記念大会が ANA クラウンプラザホテル富山

において開催された。清家日赤社長、新田富山県支部長（県知事）ほか多数の来

賓、紺綬褒章等の受章者及び有功会員を含め約１２０名が参加した。　

　　　式典終了後、映画監督の本木克英氏が「映画監督の働き方改革」と題する講演を

行った。

区　　　　　　分 目　標　額 実　績　額 達成率（％）
社資総額 １８４，０００，０００ ２２０，６９６，１２８ １１９．９

内
　
　
訳

一般社資

社 費 １５５，７９０，０００ １６１，９５０，８９１ １０４．０
寄 付 金 １０，０００，０００ ２４，８７９，３３０ ２４８．８
指定事業社資 ２１０，０００ ２１０，０００ １００．０
合　計 １６６，０００，０００ １８７，０４０，２２１ １１２．７

法人社資
指定事業 ５，０００，０００ ５，０００，０００ １００．０
そ の 他 １３，０００，０００ ２８，６５５，９０７ ２２０．４
合　計 １８，０００，０００ ３３，６５５，９０７ １８７．０

（単位：円）

※上記の中には次の寄付金があります。
　　 １ ．病院指定　　１５，３６９，６７５円（個人　１１，４６９，６７５円　法人　３，９００，０００円）
　　 ２ ．乳児院指定　　 ２５０，０００円（個人　　　５０，０００円　法人　　２００，０００円）

　　イ　社資功労受章者

　　　⃝紺綬褒章（個人）

　　　　樋口ちづ子（富山市）

　⑾　社資の募集実績

　　ア　社資募集実績額
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　　　⃝厚生労働大臣感謝状（個人）

　　　　大久保雄一（富山市）　　布一　英子（富山市）　　鳥取まち子（高岡市）

　　　　故　堀井　惠一（秋田県）

　　　⃝日本赤十字社社長感謝状（個人）

　　　　梅田ひろ美（富山市）　　小西　広一（富山市）　　田邊　嶽之（富山市）

　　　　津根　良孝（富山市）　　吉田　重義（富山市）　　石田　　稔（高岡市）

　　　　延野　源正（高岡市）　　老田　幸男（舟橋村）

　　　⃝日本赤十字社社長感謝状（法人）

　　　　津根精機株式会社（富山市）　　　　トヨタモビリティ富山株式会社（富山市）

　　　　北陸トナミ運輸株式会社（高岡市）　石動信用金庫（小矢部市）

　　　⃝金色有功章（個人）

　　　　牛島　睦子（富山市）　　若林　伯治（富山市）　　横田　　潔（高岡市）

　　　　宝田　明芳（立山町）

　　　⃝金色有功章（法人）

　　　　秋吉商事株式会社（富山市）　　　株式会社エフテック（富山市）

　　　　岡本工業株式会社（富山市）　　　有限会社コザワ工業所（富山市）

　　　　株式会社ジェック経営コンサルタント（富山市）　富山薬品株式会社（富山市）

　　　　株式会社ナチマシナリーエンジニアリング（富山市）

　　　　株式会社ニッポー（富山市）　　　有限会社富南電設工業（富山市）

　　　　株式会社マルチョウ神戸屋（富山市）

　　　　むらかみ小児科アレルギークリニック（富山市）

　　　　医療法人社団和敬会（富山市）　　沢田記念高岡整志会病院（高岡市）

　　　　戸出化成株式会社（高岡市）　　　医療法人社団睦心会あさなぎ病院（高岡市）

　　　　株式会社サンフーズ（滑川市）　　株式会社黒部重機（黒部市）

　　　　高東興業株式会社（黒部市）　　　株式会社シバタ建築設計事務所（小矢部市）

　※　掲載ご意向を確認できた方のみ掲載しております。
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１３　赤十字思想の普及
　　支部では、各種の広報資料を活用し、赤十字に対する理解と協力を求めている。

　⑴　事業を通じての広報

　　　赤十字奉仕団および青少年赤十字による奉仕活動の推進を通しての広報のほか、

地域・職場における献血や救急法等赤十字講習など実施の場合にも、チラシの配

布、国際救援や赤十字活動を紹介する DVD の上映など、できる限りわかり易い方

法で赤十字全般にわたる広報に努めた。

　⑵　マスコミを通じての広報

　　　赤十字運動月間の CM を県内テレビ局、ラジオ局、ケーブルテレビ局に持参し、

社業の浸透を図った。

　⑶　刊行物等による広報

　　　赤十字の PR 用として配付活用した資料は、次のとおりである。

　　（刊行物）

　　⃝日本赤十字社会員誌「Cross-comBook」

　　⃝赤十字運動月間ポスター

　　⃝赤十字運動月間パンフレット

　　⃝赤十字 NEWS（月 １ 回発行）

　　⃝ ACTION ！防災・減災ポスター

　　⃝広報紙「赤十字富山」（年 １ 回発行　県内全世帯配布）

　　⃝広報紙「赤十字とやま」（年 ２ 回発行）

　　⃝令和 ４ 年度事業報告、令和 ５ 年度事業計画

　　⃝救急法の基礎知識～備えあれば安心～

　　⃝知っていれば安心です～心肺蘇生と AED ～

　　⃝手ではなそう

　　⃝赤十字ボランティア活動ブックレット

　　⃝赤十字ボランティア情報誌「RCV」（年 ２ 回発行）

　　⃝機関紙「奉仕団とやま」（年 １ 回発行）

　　⃝青少年赤十字機関紙（小・中・高用）

　　⃝青少年赤十字指導者手引
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１４　支部・施設間の連絡調整
　　支部・施設（病院、血液センター等）間の連絡調整を行い、赤十字事業推進の一体

化と円滑なる運営を図るため、支部・施設業務連絡会議等を開催した。

　⃝支部施設業務連絡会議（年 １ 回）

　　・事業計画の推進　　・職員の人材育成、研修計画　　　　・職員合同採用

　　・災害救護訓練　　　・もっとクロス！計画の取り組み他

　ア　広報担当者部会（年 ３ 回）

　イ　研修担当者部会（年 １ 回）

　ウ　災害救護等担当者部会（年 １ 回）

　　⃝青少年赤十字指導情報

　　⃝青少年赤十字ハンドブック

　　⃝青少年赤十字リーダーシップ・トレーニングセンター・ガイドブック

　　⃝赤十字の父アンリー・デュナン

　　⃝ソルフェリーノの思い出

　　⃝機関紙「JRC とやま」（年 １ 回発行）

　　⃝富山県青少年赤十字活動推進校研究報告書（年 １ 回発行）

　⑷　広報視聴覚資材一覧

題　　　　名 内　　　　　　　　　　容 時　間 制作年
赤十字この一年 赤十字の活動を網羅的に紹介 １５分 毎年

赤十字の基本原則 赤十字基本原則をアニメーションで紹介 ３ 分 平成２９年

赤十字の成り立ちと活動 赤十字の成り立ち、日本赤十字社の成り立
ち、日本赤十字社事業を紹介 ６ 分 平成２５年

「新型コロナウイルス感染
症」まん延下での災害救護活
動～貴島明日香の日本赤十字
社リポート～

２０２０年 １ 月から続く日赤の新型コロナウイル
ス感染症に関する知られざる対応と令和 ２ 年
７ 月豪雨災害での活動を、インタビューを交
えながら収録

２７分 令和 ２ 年

バングラデシュ避難民に寄り
添って～海外救援看護師のル
ポルタージュ～

２０１７年 ８ 月、ミャンマーで発生した大規模な
暴力から逃れ、隣国バングラデシュに避難し
た７０万もの避難民。その避難民が「ジャパン
クリニック」と呼ぶ日本赤十字社の診療所で
奮闘する海外救援看護師のルポルタージュ。

２９分 令和 ３ 年
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支 部 長 新 田 八 朗 富山県知事

副 支 部 長 有 賀 玲 子 富山県厚生部長

夏 野　　 修 富山県市長会長（砺波市長）

舟 橋 貴 之 富山県町村会長（立山町長）

監 査 委 員 笹 原 靖 直 富山県町村会副会長（朝日町長）

荒 井 公 夫 元末広開発㈱相談役

本社代議員（理　　　事） 久 和　　 進 北陸電力㈱相談役

本社代議員 朝 日 重 剛 朝日印刷㈱代表取締役会長

〃 山 下 和 夫 赤十字奉仕団富山県支部委員会名誉委員長

評 議 員（富山市地区） 今 本 雅 祥 富山市副市長

〃 （　　〃　　） 高 城　　 繁 富山市社会福祉協議会長

〃 （　　〃　　） 山 村 敏 博 富山市民生委員・児童委員協議会長

〃 （　　〃　　） 北 岡　　 勝 富山市自治振興連絡協議会長

〃 （　　〃　　） 高 道 裕 行 富山市共同募金委員会長

〃 （　　〃　　） 土 肥 靖 子 富山市赤十字奉仕団代表

〃 （　　〃　　） 麻 畠 裕 之 富山市老人クラブ連合会長

〃 （　　〃　　） 和 田 麗 子 富山市母親クラブ連絡協議会相談役

〃 （　　〃　　） 中　村　ひとみ 富山市赤十字奉仕団代表

〃 （高岡市地区） 河 村 幹 治 高岡市副市長

〃 （　　〃　　） 角 玄 富 雄 高岡市連合自治会長

〃 （　　〃　　） 尾 崎 憲 子 高岡市社会福祉協議会長

〃 （　　〃　　） 田 辺 惠 子 高岡市地区赤十字奉仕団代表

〃 （射水市地区） 夏 野 元 志 射水市長

〃 （　　〃　　） 竹 苗 典 子 射水市地区赤十字奉仕団代表

〃 （魚津市地区） 村 椿　　 晃 魚津市長

〃 （氷見市地区） 林　　 正 之 氷見市長

〃 （滑川市地区） 水 野 達 夫 滑川市長

〃 （黒部市地区） 武 隈 義 一 黒部市長

１５　日本赤十字社富山県支部役員名簿
 令和 ５ 年 ４ 月 １ 日現在
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評 議 員（砺波市地区） 齊 藤 一 夫 砺波市副市長

〃 （南砺市地区） 田 中 幹 夫 南砺市長

〃 （小矢部市地区） 桜 井 森 夫 小矢部市長

〃 （新川厚生センター） 笹 島 春 人 入善町長

〃 （中部厚生センター） 渡 辺　　 光 舟橋村長

〃 （支部長選出） 中 井 敏 郎 富山商工会議所常議員

〃 （　　〃　　） 岩 田 繁 子 富山県婦人会長

〃 （　　〃　　） 岡 﨑 智 子 赤十字奉仕団富山県支部委員会委員長

〃 （　　〃　　） 梅　田　ひろ美 富山県赤十字有功会長

〃 （　　〃　　） 鳥 内 禎 久 富山県青少年赤十字指導者協議会長

１６　日本赤十字社富山県支部・施設一覧

施　　　設　　　名 代　　表　　者　　等 職員数
支
　
部

日本赤十字社富山県支部 事務局長　大坪　昭一 １０

施
　
設

富 山 赤 十 字 病 院
（受託）富山県立乳児院
富山県赤十字血液センター

病院長　　平岩　善雄
院　長　　　　〃　
所　長　　横川　　博

７８１
２８
４２

令和 ５ 年 ４ 月 １ 日現在

※富山赤十字看護専門学校は、令和 ３ 年 ３ 月３１日をもって閉校となりました。
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資　料　Ⅰ
地区分区別 活動状況
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１７　救護装備品配備状況

地区分区
災害
救援車
（台）

Ｒ ４年度 R ３年度 R ２年度 H２８～ R元年度 H２７年度 H２４～２５年度 H２０～２６年度 H１８～１９年度

大型サーキ
ュレーター

大型サーキ
ュレーター
（車両更新）

大型サーキ
ュレーター
（車両更新）

（車両更新）
救護所用
テント

（車両更新）

発電機・AED・救護所
用テント・救急セット
（車両更新）

炊き出し用
炊飯器

（車両更新）

救護所用
テント

（車両更新）

富 山 市 １ １７ １８ ５ ２ AED
（ １） ９ ４９

富山市大沢野 ※ １　 発電機 １ ５

富山市大山 １ 発電機 １ ４
（ １ ）

富山市八尾 １ 救護所用テント １ １０

富山市婦中 ※ １　 １ １ 救護所用テント １ ９

富山市山田 ※　　 （ １） 救急セット １ ２

富山市細入 ※　　 発電機
（ １） ２

高 岡 市 １ ７ ７ ３ （ １ ） 発電機 ６ ２６

高岡市福岡 １ 発電機 １ １

魚 津 市 １ ２ １
（ １ ） １ AED １ １６

氷 見 市 １ ３ ３ １ （ １ ） ８ AED ４ ２０

滑 川 市 １ ２ ２ １ （ １ ） ４ AED １ ５

黒 部 市 １ ２ ２
（ １ ） １ ５ 発電機 １

（ １） １０

黒部市宇奈月 １ １ 発電機
（ １） １ １

砺 波 市 １ ２ ２ １ 発電機 １ １９
（ １ ）

砺波市庄川 １ AED １ ４

小 矢 部 市 １ ２ １ １ （ １ ） 発電機 １ ２０

南砺市城端 １ １
（ １ ） １ 発電機 １ １

南 砺 市 平 １ １ AED １
（ １ ） １

南砺市上平 １ １ AED １ １

南砺市利賀 １ AED
（ １） １ １

南砺市井波 １ １ ２ 救護所用テント
（ １） １ １

南砺市井口 １ 発電機 １
（ １） １

南砺市福野 １ １ （ １ ） ２ 発電機 １ １
（ １ ）

南砺市福光 １ ２ １ （ １ ） １ AED １ ２

射水市新湊 １ ３ １ AED １
（ １ ） ２

射水市大島 １ １
（ １ ） 発電機 １ １

射水市小杉 １ １ ３ 発電機 ２ １
（ １ ）

射水市大門 １ １
（ １ ） 発電機 １ １

射 水 市 下 １ 発電機 １ １
（ １ ）

入 善 町 １ １ ２ １ （ １ ） 救護所用テント １ １２

朝 日 町 １ １ １ （ １ ） AED １ １０

舟 橋 村 １ １ 発電機 （ １） １

上 市 町 １ １ ２ １ 発電機 １ １６

立 山 町 ０ １ ２ １ 救護所用テント １ １１

合　　　計 ５０ ５０
（ ３ ）

２０
（ １ ） （ ８） ２８

（ １ ）
３５
（ ５ ）

５０
（ ５ ）

２６８
（ ５ ）

※富山市大沢野と細入、婦中と山田が車両を共同利用
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１８　令和 ４年度地区・分区救援物資分置状況

地区分区
年度中交付数

毛布 綿毛布 緊　急
セット タオル 鍋セット ポット カセット

コンロ
安　眠
セット 石鹸

年度末分置数

富 山 市
交付数 ６ ２ １１ ３２０ ０ ２ １ ０ ９
分置数 １２ １２ ３ １２０ ３ ０ ３ ０ ０

富山市大沢野
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ２０ １０ ４ １００ ２ ０ ２ ０ ０

富 山 市 大 山
交付数 ６ ６ ２ ６０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ６ ６ ２ ６０ １ ０ １ ０ ２

富 山 市 八 尾
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ２０ １０ ４ １００ ２ ０ ２ ０ ２

富 山 市 婦 中
交付数 ０ ８ ２ ４０ ２ ０ ２ ０ ０
分置数 １０ ８ ４ １９０ ２ ０ ２ ０ １

高 岡 市
交付数 ９４ ０ ２２ ６３０ ２１ ０ ２０ ０ ０
分置数 ２０ １０ １０ ２４０ ６ ０ ６ ０ １０

魚 津 市
交付数 １２ ０ ３ ９０ ３ ０ ３ ０ ０
分置数 ２４ ２４ ９ ２４０ ６ ０ ６ ０ ２０

氷 見 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １６ ６ ７ １２０ ６ ０ ６ ０ ７

滑 川 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １２ ６ ２ ６０ ２ ０ ２ ０ ２

黒 部 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ２４ ２４ ９ ２４０ ６ ０ ６ ０ ６

砺 波 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ２８ ２１ ７ ２９０ ５ ０ ５ ０ ０

小 矢 部 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １２ ０ ３ ６０ １ ０ １ ０ ０

南砺市（福祉課）
交付数 １２ ０ ２ ６０ ２ ０ ２ ０ ０
分置数 ２０ １８ １０ ２００ ５ ０ ５ ０ ５

南砺市（平）
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １０ ４ ５ １００ １ ０ １ ０ ５

南砺市（上平）
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １０ ４ ５ １００ １ ０ １ ０ ５

南砺市（利賀）
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １０ ４ ５ １００ １ ０ １ ０ ５

射 水 市
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ２０ ２０ ４ ２００ ４ ０ ４ ０ ２０

新川厚生センター
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ８ ８ ３ １４０ ２ ０ ２ ０ １８

入 善 町
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １６ １３ ６ １６０ ４ ０ ４ ０ ２

朝 日 町
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 １５ １０ ３ ８０ ２ ０ ２ ０ ２

上 市 町
交付数 ６ ０ ０ ４０ １ ０ １ ０ ０
分置数 １０ ５ ２ ５０ １ ０ １ ０ ０

立 山 町
交付数 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０
分置数 ３０ ６ ４ １６０ ３ ０ ３ ０ ０

令 和 ４ 年 度
合 計

年度中交付数 １３６ １６ ４２ １，２４０ ２９ ２ ２９ ０ ９
年度末分置数 ３５３ ２２９ １１１ ３，１１０ ６６ ０ ６６ ０ １１２

※令和 ４年度末に救援物資を分置している地区・分区のみ記載
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１９　近年の県内大規模災害に対する救援物資交付状況

　　その他の災害に対する救援物資交付状況

災　害　名 世帯数 人員 毛布 綿毛布 緊急セット タオル 安眠セット 石鹸
入善高波災害（H２０． ２ ） ２６ ５３ ６２ ６５ ９００ ４０ ７６
南砺豪雨災害（H２０． ７ ） ５９ １６０ ８１ １３ ７４ ２，１７０ ６９
高岡市水害（H２４． ７ ） １０２ ２５８ ２０ １０ １００ ２，５８０ １０８
魚津大規模火災（H２５．１１） ９ ２２ ３７ ８ １５０
南砺市地滑り災害（H２９． １ ） ４ ６ ４ ２ ４ ４０
小矢部市強風火災（R ４ ． ３ ） ４ １５ ４２ ９ ２００
富山市大雨（R ４ ． ８ ） ９ ９ ２７０ ９

地区分区
Ｒ ４ Ｒ ３ Ｒ ２ Ｒ １ Ｈ３０

世帯数 人 員 弔慰金 世帯数 人 員 弔慰金 世帯数 人 員 弔慰金 世帯数 人 員 弔慰金 世帯数 人 員 弔慰金

富 山 市 １１ ５ ４ ４ ４ ２ ４ ５ ２ ５ １０ ３

富山市大沢野 １ ２ ２ ６

富 山 市 大 山 ２ ２

富 山 市 八 尾 １ ２

富 山 市 婦 中 ２ ４ ２ １ １ １ １ ２ ２ ４ １ １ ２

高 岡 市 ２２ ４７ ５ １３ １ ２ ４ １ ３ １１ ５ １３ １

魚 津 市 ３ ９ ２ ４ １ ２ ４

氷 見 市 ３ １０ ３ ２ ４ ５ ２０ １

滑 川 市 １ １

黒 部 市 １ １ １ ２ ２ １ １ １ １ １ １

砺 波 市 ２ ３ ３ ６ １ ３ １４ ３ １６ ４

小 矢 部 市 ５ ２２ １ １ １ １ ２

南 砺 市 ２ ６ １ ６ ２４ ６ １０ １ ２ ３ １ １

射 水 市 １２ ２５ ５ １０ １

入 善 町 ２ ３ １ １ ２

朝 日 町 １ １

上 市 町 ２ ６ ２ １ ３ ２ ９ ２

立 山 町 １ ２ １ ３

合 計 ４２ ７７ ９ ２８ ７６ ６ ３８ ７１ ９ ２６ ６４ ６ ２６ ７８ １０

※交付実績のある地区・分区のみ記載
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２０　令和 ４年度講習実績一覧表
地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
富 山 市 西田地方保育園 職員 ３２ 幼児安全法

新庄保育所 子育てサークル会員・職員 ６ 幼児安全法
青い鳥保育園 職員 ２０ 幼児安全法
蜷川小学校 教職員 ３８ 救急法
豊田小学校 教職員 ４０ 救急法
藤ノ木小学校 教職員 ４５ 救急法
八幡小学校 教職員 １０ 救急法
太田小学校 教職員・PTA １６ 救急法
光陽小学校 教職員 ３０ 救急法
萩浦小学校 教職員 ３０ 救急法
古沢小学校 教職員・PTA １３ 救急法
芝園小学校 教職員・PTA ６０ 救急法
新庄北小学校 教職員 ２５ 救急法
中央小学校 教職員 ２０ 救急法
水橋中部小学校 教職員 １１ 救急法
老田小学校 教職員・保護者 １５ 救急法
呉羽小学校 教職員 ３５ 救急法
　　〃 地域住民 １００ 救急法
草島小学校 教職員 ２０ 救急法
針原小学校 教職員 １６ 救急法
広田小学校 教職員 ２０ 救急法
柳町小学校 教職員 ２１ 救急法
　　〃 児童 ３０ 救急法
寒江小学校 教職員・保護者 １７ 救急法
桜谷小学校 児童 ２４１ 水上安全法
岩瀬小学校 教職員 １２ 救急法
　　〃 児童 ５１ 水上安全法
新庄小学校 教職員 ２５ 救急法
山室中部小学校 教職員 ３０ 救急法
神明小学校 児童 ２７ 水上安全法
富山大学教育学部附属中学校 教職員 ３８ 救急法
興南中学校 教職員 ３０ 救急法
月岡中学校 教職員 １８ 救急法
山室中学校 教職員 ３４ 救急法
　　〃 PTA ２４ 救急法
呉羽中学校 教職員 ３０ 救急法
堀川中学校 教職員 ４０ 救急法
三成中学校 教職員 ２０ 救急法
　　〃 生徒 ４５ 救急法
西部中学校 教職員 ２４ 救急法
水橋中学校 教職員 １４ 救急法
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地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
富 山 市 富山工業高校 教職員 １５ 救急法

富山高校 教職員 ３０ 救急法
富山商業高校 生徒・教職員 ４０ 救急法
富山東高校 教職員 １５ 救急法
しらとり支援学校 教職員 １５０ 救急法
富山総合支援学校 教職員 ３６ 救急法
高志支援学校 教職員 ３５ 救急法
富山学園 教職員・生徒 ２４ 救急法
恵光学園 職員 ２０ 幼児安全法
星井町公民館 ファミリーサポート会員 ５ 幼児安全法
奥田公民館 保育補助スタッフ １０ 幼児安全法
豊田公民館 ファミリーサポート会員 ６ 幼児安全法
柳町公民館 ファミリーサポート会員 ７ 幼児安全法
五福公民館 ファミリーサポート会員 ６ 幼児安全法
岩瀬公民館 ファミリーサポート会員 ５ 幼児安全法
八町公民館 地域住民 １５ 健康生活支援
新庄北公民館 新庄北赤十字奉仕団 ４０ 健康生活支援
新庄北地区センター PTA ３０ 救急法
水橋児童館 ふれあいサークル親子 １５ 幼児安全法
アピアスポーツクラブ 職員 １２ 救急法基礎
　　　　 〃 職員 ３３ 救急法
　　　　 〃 職員 ２８ 救急法
　　　　 〃 職員 １３ 救急法
トヨタモビリティパーツ富山支社 職員 １５ 救急法
　　　　　　　 〃 職員 １１ 救急法
　　　　　　　 〃 職員 １５ 救急法
　　　　　　　 〃 職員 １２ 救急法
　　　　　　　 〃 職員 １２ 救急法
うえだ歯科クリニック 職員 ２０ 救急法
三寿苑 職員 １２ 救急法
金剛化学 職員 ８ 救急法
太平ビルサービス富山支店 職員 １２ 救急法
県警察学校 警察官 １０ 救急法基礎
　　〃 警察官 １０ 救急法救急員養成
県消防学校 消防初任科生 ３５ 救急法基礎
県総合教育センター 新採養護教諭 ８ 救急法
県総合体育センター 新規採用幼稚園教諭・保育教諭 ３４ 幼児安全法
　　　　〃 警察官 １３ 水上安全法
　　　　〃 消防初任科生 ３５ 水上安全法
　　　　〃 消防初任科生 ３５ 水上安全法救助員養成
県警察装備センター 警察官 １１ 救急法
県総合運動公園陸上競技場 県体育施設関係者 ２１ 救急法
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地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
富 山 市 市総合体育館 職員 ９ 救急法

市民プール 職員 ２４ 水上安全法
東富山温水プール 職員 １８ 水上安全法
　　　 〃 職員 ２ 水上安全法
子育て支援センター ファミリーサポート会員・子育てボランティア ２５ 幼児安全法
　　　　〃 乳幼児とその保護者・職員 １２ 幼児安全法
安全衛生教育センター 衛生管理受講者 ８９ 救急法
呉羽ハイツ 奉仕団委員長 ５６ 健康生活支援
健保連富山会館 組合員 ４６ 健康生活支援
富山赤十字病院（web） 親子・スタッフ ４ 幼児安全法
　　　〃 乳児を持つ親子 ２ 幼児安全法
赤十字血液センター 中学生 ４ 救急法
　　　　〃 職員 １９ 救急法
　　　　〃 職員 １６ 救急法
マリエ献血ルーム 職員 ５ 救急法
　　　 〃 職員 ５ 救急法
県立乳児院 職員 ６ 幼児安全法
　　〃 職員 ３ 幼児安全法
　　〃 職員 ３ 幼児安全法
　　〃 職員 ６ 幼児安全法
　　〃 職員 ６ 幼児安全法
１０４件 ２，６５２

富山市大沢野 くまのこども園 子育てサークル会員・職員 ８ 幼児安全法
熊野公民館 ファミリーサポート会員 ６ 幼児安全法
大久保ふれあいセンター ファミリーサポート会員 ６ 幼児安全法
大沢野生涯学習センター 大沢野赤十字奉仕団員 １５ 救急法
ウィンディ 職員 ４０ 救急法
５件 ７５

富山市大山 大庄小学校 教職員 ２０ 救急法
１件 ２０

富山市八尾 樫尾小学校 教職員・保護者・児童 ４６ 救急法
　　〃 児童 ２５ 水上安全法
２件 ７１

富山市婦中 宮野小学校 教職員 １５ 救急法
　　〃 プールアルバイト ８ 救急法
富士薬品 職員 １０ 救急法
　 〃 職員 １３ 救急法
　 〃 職員 ２２ 救急法
速星公民館 プール管理者 ６２ 救急法
　　〃 養護教諭 ６０ 救急法
　　〃 養護教諭 ３９ 救急法
ふれあい会館 ファミリーサポート会員 ５ 幼児安全法
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地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
富山市婦中 ９件 ２３４
富山市山田 山田公民館 山田赤十字奉仕団員 ２０ 健康生活支援

１件 ２０
富山市細入
高 岡 市 牧野小学校 教職員 ３５ 救急法

木津小学校 教職員 １９ 救急法
横田小学校 教職員 １６ 救急法
能町小学校 教職員 ２７ 救急法
野村小学校 教職員 ３５ 救急法
万葉小学校 児童 ４３ 水上安全法
高岡向陵高校 生徒・教職員 １３ 救急法
　　 〃 生徒・教職員 １５ 救急法
高岡商業高校 教職員 １４ 救急法
伏木高等学校 生徒 ９ 健康生活支援
高岡第一学園幼稚園教諭・保育士養成所 生徒 １６ 幼児安全法
中田コミュニティセンター 中田赤十字奉仕団員 ２０ 救急法
市役所 PTA ５４ 救急法
県高岡総合プール 職員 ３０ 水上安全法
民宿城山 伏木赤十字奉仕団員 ３０ 救急法
こどものその 保護者・職員 １０ 幼児安全法
とやま生協西部センター 会員 ７ 健康生活支援
１７件 ３９３

魚 津 市 村椿小学校 教職員 ２０ 救急法
星の杜小学校 地域住民 ６０ 救急法
新川高校 教職員 ２２ 救急法
市農業環境改善センター 魚津市赤十字奉仕団員 １８ 救急法
つばめ児童センター 職員 １８ 幼児安全法
　　　　〃 職員 １８ 幼児安全法
　　　　〃 ファミリーサポート会員・職員 １０ 幼児安全法
健康センター 乳幼児を持つ親子 ２０ 幼児安全法
　　 〃 乳幼児を持つ親子 １８ 幼児安全法
とやま生協東部センター 会員 ９ 健康生活支援
１０件 ２１３

氷 見 市 宇波公民館 子育てサークル会員・職員 ５ 幼児安全法
余川谷研修館 子育てサロン会員 ８ 幼児安全法
氷見ふれあいスポーツセンター PTA ２２ 救急法
余川営農研修館 子育てサロン会員 ６ 幼児安全法
キッズサポートなないろ 子育てサロン会員 ６ 幼児安全法
善照寺 子育てサークル会員・職員 ８ 幼児安全法
６件 ５５

滑 川 市 寺家小学校 教職員 １８ 救急法
富山医療福祉専門学校 学生 １７ 救急法
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地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
滑 川 市 生涯学習センター 教職員 ２５ 救急法

交流プラザ 保育補助スタッフ ９ 幼児安全法
４件 ６９

黒 部 市 黒部市コラーレ PTA ４９
１ 件 ４９

砺 波 市 出町中学校 PTA ２６ 救急法
出町児童センター 児童厚生員 １０ 幼児安全法
砺波青少年自然の家 学生ボランティア １４ 救急法
　　　　〃 県スキー連盟 １０ 救急法基礎
　　　　〃 県スキー連盟 １２ 救急法救急員養成
　　　　〃 自動車教習所指導員 ４９ 救急法
市温水プール 職員 ６ 水上安全法
社会福祉協議会 砺波市赤十字奉仕団員 ３２ 救急法
　　　〃 砺波市赤十字奉仕団員 ３０ 健康生活支援
９件 １８９

砺波市庄川
小 矢 部 市
南砺市城端 蓑谷地区交流センター 地域住民 ２０ 健康生活支援

１件 ２０
南 砺 市 平 春光荘 南砺市平赤十字奉仕団員 ２０ 健康生活支援

１件 ２０
南砺市上平 上平小学校 児童・教職員 ７０ 水上安全法

上平交流センター 南砺市上平赤十字奉仕団員 ７ 救急法
　　　 〃 上平赤十字奉仕団員 １５ 健康生活支援
３件 ９２

南砺市利賀
南砺市井口 井口社会福祉センター ボランティア ２０ 健康生活支援

１件 ２０
南砺市井波
南砺市福野
南砺市福光
射 水 市 片口小学校 児童・教職員 ４４ 健康生活支援

いみず市民交流プラザ ファミリーサポート会員・子育てボランティア ２０ 幼児安全法
　　　　 〃 母子保健推進員 ２８ 幼児安全法
３件 ９２

入 善 町
朝 日 町
舟 橋 村 舟橋小学校 教職員 ２０ 救急法

子育て支援センター 乳幼児とその保護者・職員 １４ 幼児安全法
２件 ３４

上 市 町 働く婦人の家 上市町赤十字奉仕団員 １８ 救急法
１件 １８



―　　―64

地区分区名 実施場所 対象 人数 講習名
立 山 町 釜ヶ淵公民館 子育てサロン会員 １０ 幼児安全法

五百石四区公民館 地域住民 １５ 健康生活支援
保健センター 子育て中の親子 ７ 幼児安全法
林業カレッジ 林業従事者 １６ 救急法
　　 〃 林業就職希望者 ６ 救急法
５件 ５４

合 計 １８６件 ４，３９０

＊支部主催の講習は除く。
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富
山
市
地
区

富山市地区赤十字奉仕団　　蜷川　清水町　愛五　白菊　四方　新庄　安野屋　山室
　　　　　　　　　　　　　新庄北（柳町、堀川南休団）　計１１団　５５４名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
８１６人（蜷川１７５人、清水町１２０人、愛五７５人、白菊８４人、四方６５人、新庄５８人、安野
屋５８人、山室１２０人、新庄北６１人）

地域防災・救護活動
蜷川　　炊き出し研修（おはぎ・奉仕団研修）
　　　　ぴーなっつ防災訓練で炊き出し
　　　　いきいき活動で牛乳パックを使った一人用非常セット作り
　　　　ふるさとづくり三世代交流で炊き出し
　　　　小学校（JRC）で牛乳パックを使った一人用非常セット作りの授業（講師）
清水町　地区防災会で炊き出し訓練 ３回
白菊　　自治会防災訓練
四方　　小学生（JRC）と炊き出し訓練
新庄　　炊き出し研修（奉仕団研修）
新庄北　ふるさとウォーク救護
　　　　防災訓練炊き出し

施設等奉仕作業
愛五　　赤十字病院　延べ４８人
白菊　　赤十字病院　延べ８５人
四方　　ふるさとのあかり、一休庵� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
新庄　　赤十字病院　延べ１０７人
　　　　公民館清掃
安野屋　赤十字病院　延べ４５人
山室　　赤十字病院　延べ９５人
新庄北　赤十字病院　延べ１４４人

献血呼びかけ
蜷川　　ファボーレ　 ２回
清水町　ファボーレ　 １回
愛五　　ファボーレ　 １回
白菊　　大阪屋ショップ呉羽店　 １回
四方　　アピタ富山東店　 １回
新庄　　ファボーレ　 １回、アピタ富山東店　 １回
安野屋　ファボーレ　 １回
山室　　ファボーレ　 ２回
新庄北　ファボーレ　 １回、アピタ富山東店　 １回

特記活動
愛五　　地区サマーフェスティバル� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
白菊　　交通安全マスコット作り
　　　　文化祭バザー

２１　赤十字奉仕団 令和 ４年度主要地域活動 一覧（地域奉仕団・地区分区別）
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富
山
市
大
沢
野
分
区

大沢野赤十字奉仕団　１９名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
７５人

施設等奉仕作業
富山県支部にタオル寄贈

富
山
市
大
山
分
区

大山赤十字奉仕団　４０名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
１７８人

地域防災・救護活動
東町町内炊き出し
炊き出し訓練（奉仕団研修）

施設等奉仕作業
はなさき苑　花苗植え
未就学児夏祭り協力

献血呼びかけ
ファボーレ　 １回

富
山
市
地
区

四方　　交通安全マスコット作り、交通安全運動
� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
　　　　小学校（JRC）で授業
　　　　小学生（JRC）とひとり暮らし高齢者訪問
新庄　　ひとり暮らし高齢者への年賀状作り
　　　　文化祭展示
山室　　山室エールキャンドル協力
　　　　山室エールナイトでラベンダーポプリ配布
　　　　長寿を祝う会協力
　　　　文化祭展示
新庄北　ひとり暮らし高齢者への年賀状作り
　　　　オータム祭協力
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富
山
市
八
尾
分
区

八尾町赤十字奉仕団　１４５名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２５０人

地域防災・救護活動
八尾ふれあいフェスティバル（炊き出し）
八尾小学校PTA親子災害時の講習
行事救護所� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

施設等奉仕作業
のりみね苑　清掃　 ５回
椿寿荘、野積園、八尾園� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
ファボーレ　 ２回

特記活動
小学生（JRC）とひとり暮らし高齢者訪問�（新型コロナウイルスの影響で活動休止）

富
山
市
婦
中
分
区

婦中赤十字奉仕団　５１名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
１５１人

地域防災・救護活動
市防災訓練（炊き出し）

施設等奉仕作業
豊佳苑　マスク寄贈
富山病院� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
ファボーレ　 ３回
速星校下

富
山
市
山
田
分
区

山田赤十字奉仕団　２４名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２０人

施設等奉仕作業
あざみ園シーツ交換　２６回

献血呼びかけ
ファボーレ　 １回

特記活動
花鉢・弁当宅配訪問　 ２回
文化祭協力　
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高
岡
市
地
区

高岡市地区赤十字奉仕団　　高岡南部丸美　吉久睦　伏木　中田　高岡中央　福岡町
　　　　　　　　　　　　　立野　計 ７団　４１０名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
１，４６３人（高岡南部丸美５２人、吉久睦３５人、伏木２７６人、中田６０人、高岡中央８５０人、
福岡町１７５人、立野１５人）

地域防災・救護活動
高岡南部丸美　炊き出し訓練（奉仕団研修）
　　　　　　　児童クラブカローリング大会で救護活動
伏木　　　　　１００万人のごみ拾い救護
　　　　　　　児童クラブふれあい地引網救護班派遣
　　　　　　　伏木港まつり町流し救護
　　　　　　　雨晴マリーナ救護所待機 ９日間
　　　　　　　児童クラブビーチボール大会救護
　　　　　　　児童クラブ卓球大会救護
中田　　　　　小学生炊き出し体験� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

施設等奉仕作業
伏木　　ふしき苑で球根・花苗植込み　 ２回
　　　　雨晴苑で除草作業　 ２回
中田　　長生寮、志貴野ホーム� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
福岡町　清楽園に手縫いの雑巾、タオル、飲料寄贈
　　　　アルテン赤丸の敬老会にティッシュと飲料寄贈
　　　　さくら苑にティッシュ、飲料寄贈
　　　　かごめ苑に果物と菓子、飲料寄贈（ ２回）

献血呼びかけ
高岡南部丸美　イオンモール高岡　 ４回
吉久睦　　　　イオンモール高岡　 ３回
伏木　　　　　イオンモール高岡　 ３回、伏木コミュニティセンター　 １回
中田　　　　　イオンモール高岡　 ３回
高岡中央　　　イオンモール高岡　 ４回
福岡町　　　　イオンモール高岡　 ３回

特記活動
伏木　　ひとり暮らし高齢者との集い� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
　　　　会報「帆ばしら」第５４号発行
福岡町　福岡小学校新入生に団員手作りの交通安全マスコット贈呈
立野　　公民館清掃

富
山
市
細
入
分
区

細入赤十字奉仕団　２８名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２３人
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魚
津
市
地
区

魚津市赤十字奉仕団　７６名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
８５４人

地域防災・救護活動
市防災訓練（炊き出し）

献血呼びかけ
アップルヒル　 ３回
よさこいまつり会場　 １回
ありそドーム　 １回

氷
見
市
地
区

氷見市地区赤十字奉仕団　　朝日丘　十二町　窪　（東　休団）　計 ４団　９２名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２１０人（朝日丘１００人、十二町２８人、窪８２人）

地域防災・救護活動
十二町　地区防災訓練で炊き出し
　　　　ふれあいウォークラリーで炊き出し訓練
　　　　親子炊き出し訓練

施設等奉仕作業
十二町　自然農氷見ベシ花壇作り協力
　　　　あおぞらホーム、JA結の里、いこいの家、はまなす苑、いちえに花苗提供
　　　　川尻バス停植栽、地域花壇、サロン活動、寄せ植え体験
　　　　窪施設奉仕（ ５回）

献血呼びかけ
ハッピータウン　朝日丘（ １回）　窪（ １回）

特記活動
朝日丘　選挙での立会い協力　 ２回
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滑
川
市
地
区

滑川市赤十字奉仕団　６９名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２２２人

地域防災・救護活動
市総合防災訓練� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

施設等奉仕作業
清寿荘、カモメ荘� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
プラント ３　 ３回

特記活動
障がい者・家族レクリエーション大会に協力
自宅で寄贈のための縫製作業

黒
部
市
地
区

黒部市地区赤十字奉仕団　　宇奈月　黒部市石田　計 ２団　４８名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２４７人

地域防災・救護活動
黒部市石田　炊き出し訓練（奉仕団研修）
　　　　　　石田地区防災訓練
　　　　　　炊き出し訓練デモンストレーション
　　　　　　防犯パトロール

施設等奉仕作業
黒部市石田　越之湖花苗の植え込み
　　　　　　黒部学園紙折り作業 ２回、新聞折り等
　　　　　　越野荘、にいかわ総合支援学校
� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

特記活動
黒部市石田　石田公民館まつり（よもぎ団子作り）
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砺
波
市
地
区

砺波市地区赤十字奉仕団　　砺波市　庄川町　計 ２団　３９３名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２８２人（砺波市２１６人、庄川町６６人）

地域防災・救護活動
砺波市　市防災訓練（救護班）
庄川町　防災訓練（ ４地区）

施設等奉仕作業
砺波市　やなぜ苑にひなまつり訪問
　　　　総合病院ボランティア� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
庄川町　ケアポート庄川� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
砺波市　イオンモールとなみ　 ６回

特記活動
砺波市　砺波市ボランティアフェスティバル協力
� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
　　　　砺波市ボランティア活動紹介展
　　　　キラキラミッションイルミネーション装飾
　　　　出町地区配食サービス協力
　　　　シトラスリボン贈呈（やなぜ苑、総合病院）
庄川町　砺波市ボランティア活動紹介展
　　　　公民館まつりで活動紹介パネル展示

小
矢
部
市
地
区

小矢部市赤十字奉仕団　５１名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
２９２人

地域防災・救護活動
県防災訓練
北部地区防災訓練（救急訓練、炊き出し訓練）

施設等奉仕作業
清楽園� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
市役所　 ２回
三井アウトレットモール小矢部　 １回

特記活動
三世代交流（おはぎ作り）
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南
砺
市
地
区

南砺市地区赤十字奉仕団　　福野　福光　井波　城端　井口　平　上平　利賀
　　　　　　　　　　　　　計 ８団　３４２名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
７１９人（福野１６０人、福光２３３人、井波１２５人、城端１２６人、井口１４人、平３８人、上平 ９
人、利賀１４人）

地域防災・救護活動
福野　福祉避難所で炊き出し訓練
　　　ゲートボール大会救護　 ２回
福光　炊き出し訓練（おはぎ作り・奉仕団研修）
　　　光龍館おはぎ作り
井波　市防災訓練
　　　地区防災訓練（南山見、山野・炊き出し）
　　　文化祭炊き出し
　　　老人クラブカローリング大会救護
　　　井波なでしこ会救護
城端　むぎやまつり救護
　　　つごもりあったか鍋
井口　生涯フェスタ炊き出し
平　　地域防災訓練炊き出し
　　　中部日本スキー大会ふるまい鍋
利賀　地域自主防災会連絡協議会防災訓練

施設等奉仕作業
福野　旅川デイサービス、福寿園� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
福光　やすらぎ荘� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
井波　瑞泉寺ふき掃除
　　　マーシ園ボランティア
　　　いなみデイサービス、老人ホームいなみ（新型コロナウイルスの影響で活動休止）
城端　となみ総合支援学校交流会　 ２回
　　　城端別院清掃奉仕
　　　特養きらら、老健うらら� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
井口　やすらぎ荘　 ４回
　　　花椿　 ５回
　　　井口デイサービスセンター　 ２回

献血呼びかけ
福光　福光庁舎　 ２回

特記活動
平　　高齢者弁当配食
上平　高齢者配食サービス
　　　文化祭で活動パネル展示
　　　高齢者への年賀状発送
利賀　高齢者健康づくり事業としてネイトピア喜楽にDVD寄贈
　　　バス停美化活動
　　　三世代ふれあいクッキング
　　　高齢者配食サービス事業に協力
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射
水
市
地
区

射水市地区赤十字奉仕団　　下村　大江　大島　新湊中央　（大門休団）　計 ５団　２５６名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
５３４人（下村１１人、大江５３人、大島４０人、新湊中央４３０人）

地域防災・救護活動
下村　いみず女性ネットワーク（炊き出し）
大江　地域振興会自主防災訓練
大島　炊き出し訓練（奉仕団研修）
　　　いみず女性ネットワーク（炊き出し）
　　　食生活改善推進協議会大島支部炊き出し訓練
　　　ふれあいサロン炊き出し訓練

施設等奉仕作業
大江　　　大江苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
大島　　　いみず苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
　　　　　大島中央公園ジョギングコース清掃
新湊中央　いみず苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
大江　アルプラザ小杉　 ３回
大島　射水市役所　 １回
　　　イータウン大島　 １回

特記活動
下村　　　資源回収　 ２回
　　　　　ふる里里祭り
　　　　　海岸清掃
大江　　　地区文化祭

　　　　　　小杉小学校児童（JRC）とともにひとり暮らし高齢者と父子家庭への手
作り慰問弁当配布

　　　　　地域ふれあいサロンへの協力
大島　　　使用済み切手収集
　　　　　大島小学校収穫感謝の集い� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
新湊中央　かわべの開放WEEKに参加
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朝
日
町
分
区

朝日町赤十字奉仕団　１６２名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
３７人

地域防災・救護活動
町防災訓練� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）
炊き出し訓練（奉仕団研修）
心肺蘇生とAED（奉仕団研修）

施設等奉仕作業
つるさんかめさん、有磯苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

特記活動
地域見守り配食サービス事業（８０歳以上３００名に外注食を配食）

舟
橋
村
分
区

舟橋村赤十字奉仕団　４２名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
１９人

地域防災・救護活動
炊き出し訓練
炊き出し（文化祭）

施設等奉仕作業
デイサービスセンター� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

入
善
町
分
区

入善町赤十字奉仕団　１２３名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
４１４人

施設等奉仕作業
おあしす新川　除草

献血呼びかけ
町役場　 １回

特記活動
愛の声掛け訪問
使用済み切手・書き損じはがき資源回収
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上
市
町
分
区

上市町赤十字奉仕団　３１名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
５３０人

施設等奉仕作業
常楽園、四ツ葉苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
町役場　 ２回

特記活動
ガールスカウトとNHK海外たすけあい街頭募金の呼びかけ

立
山
町
分
区

立山町赤十字奉仕団　２２８名

ひとりくらし高齢者訪問活動（訪問人数）
３３４人

地域防災・救護活動
炊き出し訓練（五百石）
炊き出し実習（奉仕団研修）
移動組立式炊飯器の設置方法確認（奉仕団研修）

施設等奉仕作業
雷鳥苑� （新型コロナウイルスの影響で活動休止）

献血呼びかけ
町役場　 １回

特記活動
釜ヶ淵地区地域子育てサロンで幼児安全教室を主催
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資　料　Ⅱ
決算概要
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⑴　令和 ４年度一般会計歳入歳出決算説明書

日本赤十字社富山県支部（単位：円）

歳入決算額　２９５，６６３，４５７円　－　歳出決算額　２４５，４５０，９９３円　＝　歳入歳出差引残高　５０，２１２，４６４円

歳 入

科 目
当初予算
（千円）

補正・
流用

予算現額
（千円）

決算額（円）
予算比
伸び率

前年比
伸び率

備 考

１．社 資 収 入 １８４，０００ ２１，２３８ ２０５，２３８ ２３３，４７６，９９２ １３．８％ ０．２％

⑴　一般社資収入 １６６，０００ １８，７３４ １８４，７３４ １９９，８２１，０８５ ８．２％ １．０％

指定寄付
　病院� １５，３７０千円
　乳児院� ２５０千円

トルコ・シリア地震救援金
� １２，７８１千円

　指定寄付・海外救援
　金を除く社資
　　　　 ２０５，０７６千円

⑵　法人社資収入 １８，０００ ２，５０４ ２０，５０４ ３３，６５５，９０７ ６４．１％ －４．５％

２ ．委 託 金 等 収 入 １，４６１ ０ １，４６１ １，２４７，９３８ －１４．６％ －１４．６％

⑴　委託金等収入 １，４６１ ０ １，４６１ １，２４７，９３８ －１４．６％ －１４．６％ 県物資備蓄倉庫等管理
業務委託金� １，２４８千円

３ ．補 助 金 及 び
　　交 付 金 収 入 ３，５６４ ０ ３，５６４ ４，８２９，８１９ ３５．５％ －３８．５％

⑴　補 助 金 収 入 ０ ０ ０ ０ － －

⑵　本社交付金収入 ３，５６４ ０ ３，５６４ ４，８２９，８１９ ３５．５％ －３８．５％

施設整備交付金
� １，６７４千円
管理経費調整交付金
� ６６２千円
システム保守管理費等
� ２，４９４千円

４ ．繰 入 金 収 入 ０ １２，７８１ １２，７８１ １２，７８０，８６４ ０．０％ －１５．５％

⑴　資金繰入金収入 ０ １２，７８１ １２，７８１ １２，７８０，８６４ ０．０％ －１５．５％

⑵　事業準備積立金
　　繰 入 金 収 入 ０ ０ ０ ０ － －

５ ．雑 収 入 １，４３４ ０ １，４３４ ２，１９２，３５６ ５２．９％ ３９０．６％

⑴　利 子 収 入 １ ０ １ ９４ －９０．６％ ２０．５％

⑵　負 担 金 収 入 １，３７３ ０ １，３７３ ６０４，５６８ －５６．０％ １５４．４％ 救急法等講習負担金

⑶　雑 収 入 ６０ ０ ６０ １，５８７，６９４ ２５４６．２％ ６５９．２％

６ ．前 年 度 繰 越 金 ３２，０００ ０ ３２，０００ ４１，１３５，４８８ ２８．５％ ９．３％

⑴　前年度繰越金 ３２，０００ ０ ３２，０００ ４１，１３５，４８８ ２８．５％ ９．３％

歳 入 合 計 ２２２，４５９ ３４，０１９ ２５６，４７８ ２９５，６６３，４５７ １５．３％ ０．０％

⎩
⎜

⎜
⎧

⎩
⎜
⎜
⎧

歳 出

科 目
当初予算
（千円）

補正・
流用

予算現額
（千円）

決算額（円）
予算比
伸び率

前年比
伸び率

備　　　考

１．災害救護事業費 １５，３４８ ０ １５，３４８ １４，５７９，５２０ －５．０％ －０．３％

⑴　災 害 救 護
　　指 導 事 業 費 ８，６８０ ０ ８，６８０ ８，２１３，９５７ －５．４％ ５．３％

⑵　災害救護装備費 ６，０５３ ０ ６，０５３ ５，７６５，５６３ －４．７％ －１．０％ 大型サーキュレーター
� ２，９４８千円

⑶　救 護 看 護 師
　　指 導 養 成 費 ６１５ ０ ６１５ ６００，０００ －２．４％ －４０．０％

２ ．社 会 活 動 費 ３７，９８０ ０ ３７，９８０ ３１，９０１，５７７ －１６．０％ ６．９％

⑴　救急法等普及費 ９，５２１ ０ ９，５２１ ６，８０７，９０４ －２８．５％ －４．５％

⑵　奉仕団活動費 １１，２３９ ０ １１，２３９ １０，６５６，１１６ －５．２％ １．９％

⑶　青少年赤十字
　　活 動 費 ９，８９９ ０ ９，８９９ ７，９６７，００２ －１９．５％ １４．０％

⑷　社会福祉活動費 ５，８２１ ０ ５，８２１ ５，０３０，９０５ －１３．６％ ３３．０％

⑸　医 療 事 業 費 １，０００ ０ １，０００ １，０００，０００ ０．０％ ０．０％

⑹　血 液 事 業 費 ５００ ０ ５００ ４３９，６５０ －１２．１％ －１２．１％

３ ．国 際 活 動 費 １，３００ １２，７８１ １４，０８１ １４，０８０，８６４ ０．０％ ９４３．０％

４ ．指定事業地方振興費 ２１０ １２，７８１ １２，９９１ １２，９９０，８６４ ０．０％ ２５８８１．７％

５ ．地区分区交付金支出 ２５，６３１ ３３３ ２５，９６４ ２５，９６３，２５８ ０．０％ －１．８％

６ ．社 業 振 興 費 ２９，５４９ ０ ２９，５４９ ２６，８７１，３０２ －９．１％ ８．３％

⑴　社 業 振 興 費 １７，０１１ ０ １７，０１１ １４，６２７，７８７ －１４．０％ １０．１％

⑵　広 報 活 動 費 １２，５３８ ０ １２，５３８ １２，２４３，５１５ －２．３％ ６．２％

７ ．基盤整備交付金・
　　補 助 金 支 出 １０，０００ ５，６２０ １５，６２０ １５，６１９，６７５ ０．０％ －３５．３％

８ ．積 立 金 支 出 ３２，８３８ ０ ３２，８３８ ３２，６７０，８９６ －０．５％ －４６．６％

⑴　資金積立金支出 ２６，５１３ ０ ２６，５１３ ２６，５１３，０００ ０．０％ －５１．９％ 施設整備準備資金
� ２６，５１３千円

⑵　退職給与資金特別
　　会計積立金支出 ６，３２５ ０ ６，３２５ ６，１５７，８９６ －２．６％ ０．９％

９ ．総 務 管 理 費 ３７，３６７ ０ ３７，３６７ ３６，１８７，５７６ －３．２％ ４．７％

⑴　評議員会等諸費 ６９０ ０ ６９０ ６２５，５９９ －９．３％ ８４．６％

⑵　総 務 管 理 費 ３６，２００ ０ ３６，２００ ３５，０８６，８１７ －３．１％ ４．０％

⑶　監　 査　 費 ４７７ ０ ４７７ ４７５，１６０ －０．４％ ０．０％

１０．資 産 取 得 及 び
　　資 産 管 理 費 ２，４１７ ０ ２，４１７ ２，２６２，５４２ －６．４％ －２９．７％

１１．本社送納金支出 ２６，８１９ ５，５０４ ３２，３２３ ３２，３２２，９１９ ０．０％ －５．５％

１２．予 備 費 ３，０００ －３，０００ ０ ０ － －

歳 出 合 計 ２２２，４５９ ３４，０１９ ２５６，４７８ ２４５，４５０，９９３ －４．３％ －３．５％
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⑵　令和 ４年度医療施設特別会計決算説明書

１．収益的収入及び支出 　富山赤十字病院（単位：円）

収入科目 予算現額 決算額
予算対比
（％）

前年度比
（％）

支出科目 予算現額 決算額
予算対比
（％）

前年度比
（％）

１．医 業 収 益 １１，８６８，３６０，０００ １１，３６３，２６６，３７８ ９５．７ １０４．３ １ ．医 業 費 用 １１，９４４，４４１，０００ １１，８３８，０１８，０２２ ９９．１ １０５．３

⑴　入 院 診 療 収 益 ８，１２９，２８０，０００ ７，７９２，９１１，６１５ ９５．９ １０６．１ ⑴　材 料 費 ３，３２３，７１２，０００ ３，４７２，２７４，９８４ １０４．５ １０４．２

⑵　室 料 差 額 収 益 １１０，０００，０００ ９０，６３４，２００ ８２．４ ９９．６ ⑵　給 与 費 ５，９９４，５３９，０００ ５，８０５，０７４，８９７ ９６．８ １０７．７

⑶　外 来 診 療 収 益 ３，１５７，５４２，０００ ３，０３３，６３７，３２０ ９６．１ １０１．０ ⑶　委 託 費 ８５５，７２５，０００ ８７９，０６０，４８４ １０２．７ ９９．８

⑷　保 健 予 防 活 動 収 益 ４１４，０４２，０００ ３７６，７４２，５０１ ９１．０ ９６．４ ⑷　設 備 関 係 費 ４９１，１３２，０００ ４８１，４５９，３８１ ９８．０ １１５．０

⑸　そ の 他 の 医 業 収 益 ７６，９８６，０００ ７８，０２９，９５２ １０１．４ １０３．１ ⑸　研 究 研 修 費 ３９，３０３，０００ ２４，７７３，９１２ ６３．０ １３４．９

⑹　保 険 等 査 定 減 －１９，４９０，０００ －８，６８９，２１０ ４４．６ ６９．５ ⑹　経 費 ５０１，３４２，０００ ５００，２４１，７７６ ９９．８ １０６．３

⑺　減 価 償 却 費 ７３８，６８８，０００ ６７５，１３２，５８８ ９１．４ ９２．７

２ ．医 業 外 収 益 ２３１，７１９，０００ ９２２，７９７，６８９ ３９８．２ ９３．２ ２ ．医 業 外 費 用 ２２，１４２，０００ ２１，２５３，１１５ ９６．０ ９７．６

⑴　受 取 利 息 ２，７４０，０００ ２，２３７，４３２ ８１．７ ８５．３ ⑴　支 払 利 息 ４５８，０００ ４５７，３０３ ９９．８ １００．０

⑵　運 営 費 補 助 金 等 収 益 ２７，９００，０００ ７３０，３１６，０３９ ２６１７．６ ９６．５ ⑵　看 護 師 等 委 託 養 成 費 ４，９６０，０００ ３，３６０，０００ ６７．７ １０５．０

⑶　施 設 設 備 補 助 金 等 収 益 １０６，３７８，０００ １１１，７６７，５０８ １０５．１ ８９．４ ⑶　そ の 他 医 業 外 費 用 １６，７２４，０００ １７，４３５，８１２ １０４．３ ９６．２

⑷　そ の 他 の 医 業 外 収 益 ９４，７０１，０００ ７８，４７６，７１０ ８２．９ ７４．４

３ ．医 療 社 会 事 業 収 益 ４００，０００ ２５１，０００ ６２．８ ２５１０．０ ３ ．医 療 奉 仕 費 用 ２０，０６７，０００ １７，５９３，７５２ ８７．７ １１０．８

⑴　医療社会運営費補助金等収益 ４００，０００ ２５１，０００ ６２．８ ２５１０．０ ⑴　医 療 社 会 事 業 費 １９，９６０，０００ １７，５９３，７５２ ８８．１ １１０．８

⑵　社 会 活 動 費 １０７，０００ ０ ０．０ ０．０

４ ．付 帯 事 業 収 益 ９７，８５０，０００ １０９，０３８，３００ ３５２ ９７．８ ４ ．付 帯 事 業 費 用 １２５，８５４，０００ １２４，２５４，３８５ ９８．７ １２２．４

⑴　訪問看護ステーション収益 ６５，４２６，０００ ７３，０９６，７４１ １１１．７ ９２．０ ⑴　訪問看護ステーション費 ８０，８７１，０００ ７５，０９３，３３３ ９２．９ ９６．３

⑵　地域包括支援センター収益 ２２，５３６，０００ ２１，７８２，２８８ ９６．７ ９９．４ ⑵　地域包括支援センター費 ２４，７７０，０００ ２５，１５７，６５４ １０１．６ １６２．７

⑶　ケ ア プ ラ ン 事 業 所 収 益 ９，８８８，０００ １４，１５９，２７１ １４３．２ １４０．１ ⑶　ケ ア プ ラ ン 事 業 費 ２０，２１３，０００ ２４，００３，３９８ １１８．８ ２９６．１

５ ．特 別 利 益 ０ ０ － ５ ．特　 別　 損　 失 ２５，０００，０００ １，４４６，０３６ ５．８ ３５．３

⑴　そ の 他 特 別 利 益 ０ ０ － ⑴　固 定 資 産 除 去 損 ２５，０００，０００ １，４４６，０３６ ５．８ ３５．３

⑵　そ の 他 特 別 損 失 ０ ０ －

６ ．法 人 税 等 ３２２，０００ ５４，１０５ １６．８ －１１．５

７ ．予 備 費 １０，０００，０００ ０ －

収 益 的 収 入 合 計 １２，１９８，３２９，０００ １２，３９５，３５３，３６７ １０１．６ １０３．４ 収 益 的 支 出 合 計 １２，１４７，８２６，０００ １２，００２，６１９，４１５ ９８．８ １０５．４
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２ ．資本的収入及び支出

　収　　入 　（単位：円）

　支　　出 　（単位：円）

科 目 予算額 決算額 前年度繰越
事業費充当額

予算額に比し
増減 内 訳

病 院 収 益 １，２９４，４６４，０００ ２４５，８５７，８２１ ８８９，５００，０００ １５９，１０６，１７９

１ 　固 定 負 債 １０，０００，０００ １７，４６３，６７５ －７，４６３，６７５

１ 　固 定 負 債 １７，４６３，６７５

⑴　借 入 金 ０

⑵　リ ー ス 未 払 金 ０

⑶　長期前受補助金等 １７，４６３，６７５

⑷　その他固定負債 ０

２ 　資産売却収入 ０ ０ ０

２ 　資 産 売 却 収 入 ０

⑴　資 産 売 却 収 入 ０

３ 　その他資本収入 １，２８４，４６４，０００ ２２８，３９４，１４６ ８８９，５００，０００ １６６，５６９，８５４

３ 　そ の 他 資 本 収 入 ２２８，３９４，１４６

⑴　補 助 金 等 ０

⑵　その他資本収入 ２２８，３９４，１４６

資 本 的 収 入 合 計 １，２９４，４６４，０００ ２４５，８５７，８２１ ８８９，５００，０００ １５９，１０６，１７９

科 目 予算額 決算額 翌年度繰越額 不用額 内 訳

病 院 費 １，２９４，４６４，０００ ２４５，８５７，８２１ ８８９，５００，０００ １５９，１０６，１７９

１ 　固 定 資 産 １，２８８，７５５，０００ ２４０，１４９，２５０ ８８９，５００，０００ １５９，１０５，７５０

１ 　固 定 資 産 ２４０，１４９，２５０

⑴　有 形 固 定 資 産 ２３７，８６１，２５０

⑵　無 形 固 定 資 産 ２，２８８，０００

２ 　借入金等償還 ５，７０９，０００ ５，７０８，５７１ ４２９

２ 　借 入 金 等 償 還 ５，７０８，５７１

⑴　借 入 金 等 償 還 ０

⑵　リース未払金支払 ５，７０８，５７１

⑶　その他負債返済 ０

資 本 的 支 出 合 計 １，２９４，４６４，０００ ２４５，８５７，８２１ ８８９，５００，０００ １５９，１０６，１７９
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⑶　令和 ４年度社会福祉施設特別会計歳入歳出決算説明書

富山県立乳児院（単位：円）

当期収入決算額　１８７，２５８，３７４円　－　当期支出決算額　１９７，５１２，５９８円　＝　－１０，２５４，２２４円

収 入 の 部 予算現額 決算額 予算対比
伸び率

前年度比
伸び率 支　出　の　部 予算現額 決算額 予算対比

伸び率
前年度比
伸び率

事業活動による収入 １７３，２９８，０００ １６５，０４１，３９３ △４．８％ △３．５％ 事業活動による支出 １９３，２０５，０００ １９０，４７１，８９３ △１．４％ ３．１％

児童福祉事業収入 １７２，７１８，０００ １６３，５９７，６９０ △５．３％ △３．８％ 人件費支出 １６８，４９１，０００ １６８，６１７，４２９ ０．１％ ３．５％

受託事業収入 １５９，８７７，０００ １６３，２８７，４２０ ２．１％ ２．１％ 　職員給料支出 ６７，９１１，０００ ７０，４５２，４２３ ３．７％ １．６％

　　　　乳児院事業収入 (県 ) １５０，８１３，０００ １５４，１０９，６２０ ２．２％ ２．０％ 　職員賞与支出 １９，５３０，０００ ２４，４８２，２５２ ２５．４％ １９．９％

　里親支援機関事業収入 (県 ) ８，５０４，０００ ８，４０５，０００ △１．２％ △０．８％ 　非常勤職員給与支出 ３３，１６８，０００ ２９，３８５，７４９ △１１．４％ １．８％

　短期入所生活援助事業（市） ５６０，０００ ７７２，８００ ３８．０％ １１５．６％ 　退職給付支出 ２６，８００，０００ ２１，８２６，７２１ △１８．６％ △３．９％
( 富山市・射水市・氷見市・南砺
市・魚津市・上市町） 　法定福利費支出 ２１，０８２，０００ ２２，４７０，２８４ ６．６％ ４．３％

事業費支出 １３，９７９，０００ １２，７１１，３８５ △９．１％ １１．６％

　給食費支出 ４，８１８，０００ ２，９９８，４２６ △３７．８％ ２６．０％

　保健衛生費支出 ５３０，０００ １，１４０，０４３ １１５．１％ ３２．４％

補助金事業収入 １２，８４１，０００ ３１０，２７０ △９７．６％ △９６．９％ 　被服費支出 １４０，０００ ４９，２６０ ６４．８％ ３０．０％
　病児・病後児保育補助金事業収 １２，０４１，０００ ０ － － 　教養娯楽費支出 ３４０，０００ ８９，０５８ △７３．８％ △２５．５％

（富山市） 　水道光熱費支出 ５，０１６，０００ ４，５０８，９４４ △１０．１％ ０．６％

　病児・病後児保育利用者等収入 ８００，０００ ０ － － 　消耗器具備品費支出 ２，０８０，０００ ２，７５９，５８４ ３２．７％ １４．９％

　新型コロナウイルス感染拡大 ０ ２５１，２７０ － △６４．３％ 　賃借料支出 ７５５，０００ ７９７，９５２ ５．７％ ６．９％
　防止対策事業等収入（富山県） 　雑支出 ３００，０００ ３６８，１１８ ２２．７％ ２．０％

その他の団体 ０ ５９，０００ － － 事務費支出 １０，７３５，０００ ９，１４３，０７９ １４．８％ △１２．０％

　福利厚生費支出 １，０６７，０００ １，０７７，３９３ １．０％ △１７．３％

経常経費寄附金収入 ５００，０００ １，３４６，２５０ １６９．３％ ４４．８％ 　職員被服費支出 ４３，０００ ０ ０．０％ ０．０％

　経常経費寄附金収入 ５００，０００ １，３４６，２５０ １６９．３％ ４４．８％ 　旅費交通費支出 ３００，０００ ４３５，１８３ ４５．１％ １５４．６％

　研修研究費支出 ２００，０００ ９２，５２１ △５３．７％ △６８．２％

　事務消耗品費支出 ６８９，０００ ５０３，５８４ △２６．９％ △６２．５％

　印刷製本費支出 １７０，０００ １２，６５９ △９２．６％ △８２．１％

　水道光熱費支出 ４７０，０００ ４６５，８９７ △０．９％ △４．３％

受取利息配当金収入 ３０，０００ ２１，６０４ △２８．０％ ８６．３％ 　修繕費支出 ２７１，０００ ３８７，１３６ ４２．９％ △７０．３％

　受取利息配当金収入 ３０，０００ ２１，６０４ △２８．０％ ８６．３％ 　通信運搬費支出 ７６５，０００ １，１８１，０３８ ５４．４％ ５１．６％

　会議費支出 １０，０００ ７，０８１ △２９．２％ △５．４％

　広報費支出 ６００，０００ ７４９，６００ ２４．９％ ６．７％

　業務委託費支出 ４，１２２，０００ ２，２０６，１５７ △４６．５％ ８．２％

その他の収入 ５０，０００ ７５，８４９ ５１．７％ １５２．８％ 　手数料支出 １８３，０００ １７４，７７８ △４．５％ ２４．１％

　受入研修費収入 ５０，０００ ６５，０００ ３０．０％ １１６．７％ 　保険料支出 ２２０，０００ １９８，９００ △９．６％ ２．０％

　雑収入 ０ １０，０００ － － 　賃借料支出 ２３４，０００ ７９，６４０ △６６．０％ △３４．４％

　利用者等外給食費収入 ０ ８４９ － － 　租税公課支出 ２００，０００ ６４，１５８ △６７．９％ １３９．４％

　保守料支出 ７３３，０００ ９７６，５５１ ３３．２％ △２５．８％

　雑支出 ４５８，０００ ５３０，８０３ １５．９％ １２７．１％

施設設備等による収入 ０ １１４，７３０ － － 施設設備等による支出 ０ １１４，７３０ － △９１．８％

施設設備等補助金収入 ０ １１４，７３０ － － 施設設備等による支出 ０ １１４，７３０ － △９１．８％

その他の活動による収入 ２６，８００，０００ ２２，１０２，２５１ △１７．５％ △４．８％ その他の活動による支出 ６，８９３，０００ ６，９２５，９７５ ０．５％ △０．３％

他会計繰入金収入 １，８００，０００ １，７２９，４２２ △３．９ △３２．３％ その他の活動による支出 ６，８９３，０００ ６，９２５，９７５ ０．５％ △０．３％

　一般会計繰入金収入 ０ ２７５，５３０ － △４３．７％ 　その他の支出 ６，８９３，０００ ６，９２５，９７５ ０．５％ △０．３％

　医療施設特別会計繰入金収入 １，８００，０００ １，４５３，８９２ △１９．２％ △２９．６％

その他の活動による収入 ２５，０００，０００ ２０，３７２，８２９ △１８．５％ △１．４％

　その他の収入 ２５，０００，０００ ２０，３７２，８２９ △１８．５％ △１．４％

収入合計額 ２００，０９８，０００ １８７，２５８，３７４ △６．４％ △３．６％ 支出合計額 ２００，０９８，０００ １９７，５１２，５９８ △１．３％ ２．３％
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